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Ⅰ環境に関する調査研究 1

(大気､陸)-
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嘉一l. 大気浮遊塵中の放射性核種濃度

集 塵 期 間
通 風 暮 放射性核種濃度(xlロ･Jpci/m3)

m3(xlO3)144ce125sb
137cs 90s

824/27-7/3 16.8 0.456 0.82了

827/3 -11/16
22.0 0.217 0.163

壬i211/16- ●83 6/27-45.2羊 0.868 0.111 0.249

83 6/27･-9/2 13.7半 0.5了9 0.144

検出限界以下 末;補正通風t



(4)屋内における空間放射線線宝網査一鹿児島県

放射線医学捻合研究所
1

阿部史朗 藤高和信 藤元憲三

鹿児島県衛生研究所

山元政巳 岩元 実

1 はじめに

自然放射線被曝による国民線圭の推定を目的として居住環境における放射線被曝の実態を把握

ために全国的な観点から鋼査研究を行いつつある｡屋外での空間放射線線量に関しては､昭和42

ら昭和52年にかけて日本全国にわたる現地での珊査研究を実施し､詳細なデータを得た｡また日

の家屋穣造の大部分が木造であるため遮蔽効果が小さくそのままで第一近似的に国民線量が求め

るんかし､人類の屋内での居住時間の割合が､屋外での生活時間にくらべ圧倒的に多い上に､気

違いによる生活様式の善が地方ごとに小さくはないので､くわしく国民線量を求めて行く際には

外の線宴の関係を全国的規模で知る必要がある｡そこで居住環境中一般の空間放射線宝や家屋構

の屋内･屋外線圭率の関係を調査研究することにし､52年度は北海道で予備的な検討を行った｡

54年度にかけて沖縄地方を対象に調査を行った｡今回はTLD等を用いて鹿児島市とその周辺

について行った計珊について報告を行う｡

2 測 定

(1)測定期間

(i)1980年7月16日へ■1980年10月18日

(ii)1980年10月13日～1981年1月27日

(iii)1981年1月20日～1981年4月15日

(iv)1981年4月13日～1981年6月26日

(v)1981年6月25日～1981年10月1日

(2)対象家屋の選定

理論的考察ならびに過去の成果から見て､家屋構造ごとに屋内線量率をまとめると国民



ブロック造り､防火木造､木造に分類し､各構造別に平均的な健が得られるよう各6ない

を選び出し､合計29軒を計測対象とした｡各構造別の家屋は鹿児島市とその周辺に分布さ､

うにし､地点的な集中による結果の偏りが生じないように努めた｡

(3)計珊方法

TLD設置による3カ月ごとの積算線圭を､対象家屋の屋内､屋外について計測するこ

である｡T'LD設置に先立ち､サーベイメータを用い全計珊対象家屋の屋内､屋外につい､

放射線線圭の相対的な分布を計珊し､TLD設置点に空間放射線分布上の異常がないことJ

めるとともに線量分布の状況例の蒐集に努めた｡

また家屋構造別に代表を各1軒選び､これらについてはより詳細な線量分布を求めるた一

致室､屋外2点にTLDを設置した｡さらにサーベイメータによる分布計測の3"声×3"l

シンチレーク付のガンマ線スベクトロメータによる計珊も合わせ行った｡

イ.サーベイメータによる計珊

1"戸×rNaI(Tl)シンチレーク付きのシンチレーションサーベイメータを使用し､三

には各室5点､実際上は4点から9点､床上約1mの高さ､時にはTLD設置高さの)

謝した｡

ロ.TLDの計測条件

使用したTLDは同一ロットに属する約500本の化成オプトニクス社製MSO-Sタイ･

のである｡1計測点当りの素子数は､リーダでの読み取り､時折みられる異常値によ｡

タの偏りを避けるため多くしたいところであったが､本鞘査研究の全体としての精密;

る一定水準に保持する必要上計測件数を少なくすることができず結局1点あたりの素二

4とした｡4素子を一まとめにしたものを計湘用TLDの基本単位とした｡

29軒中25軒には､サーベインメータ計珊により適切であると思われた個所を屋内､1

1点を選び､各選定点に1TLD単位を設置し約3ケ月間放置した｡各家庭構造の代j

軒に､屋内に6ないし11単位を､屋外には2単位のTLDを設置した｡またTLDの･

ディングの状況を網べるため､あらかじめZ2ムRaの標準線瀬を用いて250mR照射した

を1組とするフェイデイング調査用TLD単位を作り､幾つかの家屋のTLD設置点(

屋内､屋外の各1点に計珊用と併設した｡

TLD素子は所定のエネルギー補償用ホルダ内に納めた｡屋内設置用のものはこの;



は外部からの衝撃を柔げるためと断熱を兼ねた発泡スチロールクッションに包み

雨､日射等に耐えるようにポリエチレン瓶に入れた｡このポリエチレン瓶は温度

のため白ペンキで塗装した｡

上記のTLDは設置後約3ケ月に回収した｡

ハ.TLD計測値の読みとりと補正

較正には約18素子のTLDを使用した｡22bRa98.6mCiを用いて線瀬より1m

20,30mR照射し､2日間初期フェイディングを待ち､回収した計測用TLDと同

り､TLD計珊システムの感度較正を行った｡アニーリング後､現地の対象家産

るまで､および設置場所から回収され読み取られるまでの線宝は輸送中の被曝宝

D(6本から10本)の結果より求め､計珊用TLDの線量より差し引いた｡フェ

の割合は､アニーリング直後250鵬上階射し､計珊用TLDと行動を共にしたフェ

チェック用TLDの倦と250nR照射した較正用TLDの値との比較より､バック

圭を考慮しながら推定した｡計珊用のTLDフェイディングはその割合が時間に

し､上でもとめたフェイディングの割合の悠とした｡またTLD計湖上での異常

る参考として､アニーリング直後250mR照射したTLDおよびアニーリングのみ

のTLDを計測用TLDと同期間､鉛10cnのシールド内保管した｡これらのTL

Tl.Dを回収した時点で同時にリーダで読み取った｡

3.結果と考察

(1)計測上の不確さ

フェイディングの割合は1%でその影響は無視できる程度であった｡測定点ごとの

素子のバラツキ巾は､相対標準偏差で表して､平均約4%であった｡

(2)家屋構造別屋内､外の年空間線圭

表1には4期間の計湘結果より推定した各家屋の屋内と屋外の年空間照射線量を示

構造ごとに屋内､垣外の平均線睾とその分布(標準偏差で表す)を示した｡また全体

内､の年平均線喜とその分布巾をも示した｡家屋構造ごとの屋内線量率の値にはかな

辛が認められる｡全サンプルでは屋内の線喜率に約1.5倍の善が謎められる｡コンク

ロック造りの家屋内部の線量率は他の家屋構造内部の線圭と比較して､また屋外の線



内が約10%高いようである｡またその標準偏差は屏内か約2代人きくなっている｡これは河

のデータ同様､地面からくる線宴率のバラツヰに建物の影響に.1二るバラツキか加わり､全周

て線圭率のパラツ辛が広げられたことによるものらしい｡



表1計測対象家屋の年線量 (宇宙線線量も含む)

安 息 構 造
呈 内 呈 外

鉄骨･鉄筋

コンクリート造り

口 73 64

2● 63 70

3 64 58
4 65 57

5 73 58

6 70 55
7 60 55

平 均 67±5 60±5

コンクリート･

ブロック造り

ロ 69 59
2 84 60
3 68 65

4 71 67

5 86 53
6 71 62

平 均 75±7 61±5

防 火 木 造 口 64 62

2 77 66
3 63 66
4 74 63

5 64 60

6 71 55
7 56 57

8 66 58

平 均 67±6 61±4

木 造 6 6T 57

2 TO. 6T
3 65 61
4 57 62

5 64 60

6 T2 59
7 55 59
8 59 59

平 均 64±6 61±3

全 体･の 平 均 68±7 60±4



(5)薇境中にぉけさトリヰウAの測定調査
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ゑl峰水のトリケウA痺良 (‡zr)

日雇分析仁ンダ(頒) 放医御爽涼縫享受

採棉(且) 卜･/ナ%シ雛
(FCi〟) 腹水章(戚)

トリナウヘ姥夜
(FClル)

57年 5R 2.35 40 士 3 3.75 59 士 3

68 3.25 47 士 3 4.34 71士 4

7日 9.51 34 士 2 5.76 114 ± 6

8R 4.64 32 ± 3 2.94 37 ± 3

9日 13且山人上. 21± 3 6.00 27 士 4

10月 7.00 26 ± 3 4.49 35 ± 4

11月 2.73 23 ± 3 2.35 71士 4

12月 1.57 19 士 2 0.65 23 ± 2

58年1貝
2日

1.03 29 士 3 0.78 36 土 4

3.02 31士 3 2.08 34 士12

3月 4.60 29 ± 2 5.50 46 ± 3

4月 3.27 25 ± 3 3.23 236 ± 5

義之 称り水,諸TKのトリナウム減反(±2r)

阿…曹諌､ ス慈‖l榊橋新咋礫圃場 有阿=休戸大橋

57年4R 288 74 士 4 80 士 5 100 士 5 78 士 5

5R 268 79 ± 5 69 士 5 85 士 3 61士 4

6R 298 90 ± 3 61士 4 129 士 6 68 ± 4

8日 58 62 ± 5 65 ± 4 62 土 4 54 士 4

9日 1日 80 ± 6 67 士 4 99 士 4 50 士 3

10月 1日 76 士 4 64 士 3 100 ± 4 76 ± 5

11拝 1日 85 士 5 63 ± 5 96 士 5 65 ± 4

11員 30 8 69 ± 3 68 ± 3 85 ± 5 75 土 4

12月 27 8 87 土 3 73 土 3 97 ± 4 62 土 3

58年1胃318 62 土 4 74 ± 3 110 土 5 74 士 4

2日 28 q 65 ± 4 66 士 3 80 ± 3 70 士 3

4拝 4 8 78 士 4 63 士 3 97 土 4 71± 4



衷3 絹本′ 蛇口水のトりウ打落夜 (±Zr)
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(6)戎痩ヤ1年Cの濃度礪養

親射線医学施ふ屏危行
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氷うう木､牽呈すA と､雨水り事象畳仔吊`てより､米今∫は大う

と裟鮎こふ"てけ､古く水;断ゎ考柚､鳩め;れ
沈下水草i【て吠～iヒかラ､積水複利オー㈹ゝ軋ふ葡り
年(月7′卑)きで前記の傾向は経年拍バ確くちって主てへふ
考えちれa.放下火の場水根利i帆､泉乳九っ和同率句､耳く

ってtl主てし､)もっっ､御:敗下水等の湯丸け雀竜ではち

かし間断木篭賃言諾言誓警ご書ご､濱讐三笠言一くカ･つ-て､へJJ打､

東方ってメ∫､要下水他の上昇車輌ヒ鍵盤ゲ確希要勃ウレスf

農迄三‡芸撃一三‡‡ニ妄主莞三三て､朝顔膚､のニ
ミヤ檻あポ乱丁では､碕頑泰∂叫1経書移ベビーク水の薄
物{宿すさ榔碑下勿八おって諸費七軋て叫d土t麦久5萄二

三買鐙,そ繁子三軍芸箪竿
lり､A一札一打′ち-わー一bユー甘､Ct-q-q､ら一ち

碩アヤ疎1く車叩Sr取去這i㌔1ち′表妄詣君子法
人誌指笛蔑若警､Jニ"ふ｡

､薄氷中和5rか上席り水ぅぅ
て比軽妙直く野水膚lユ孝行すJ疏努と､土魯K咲巻上軋て叫:
ギ軽水沃よって､ぬっくつと宵氷厚バ噴泉し1くJ曙骨ぺ斤什
デーレモ凍尽して
卑人中の解ふ 壷妄言R｡叫(†C-ル､出象干.て盲壌土
や町強度乞 二町叫)(?じ掩上さ､与ストレーナ去でり確iり上月
相茎号(lβ00れJ)平均J､韓来車申Sr介土t蒼て直して常隼

警よ乙誓書妄宗マ㌘乾寛箭㌶£1識誓でt七し
C(1叫=(ん･埠甑)十Jよ･D(叫))･e坪卜岬う･t/乙ぎXJ⇒



看ヱ.秤析席果

････鵜殿
七
(瑚 ナr k

けrモ叫
甥水量

■ 二 帆～Wし
御重~
岬〟い～山人

A一九-A′
唇､i′軋仲/ぬ.i

ヰ? ○､00占う○､0珂 0､0㈲
qO呵g

叩′一拍ユ ユ∫-30 ユペ之き富

B-b.-ら-B′
1良i玖▼′ほSl略ふ

ユヰ 玖0は 0､0ヰ3 0.0旨電
0､01†

lヰ～曾ちう0〈もー ト瑠

Cl-ら-C′
′叫さノ｢一.lノ札}

? 0.O11 0､0叩 0､039
○､○富ユ

号音-1D了ヰb～与I ほぺ之呵

p-d_一っ`

叶り･句中7旬仰

5 0.00旨ユ 0.00さ7 ¢､00甘?
8.03`パ

3`-7` ヰ`-ヰ訂叩かJlt

E-e-E′
勺机勺久一句増

う 0､03l 0.00ど7 0.8う7
色tFノ卑

qヱー椚 ヰg～ヰ曾 引一加1

下-ヰ一戸′
勺れヰ′仲仲′絢i

ユ` 0.0印 0.00鋸
g､穐

○-10 之§→g 1q-1紆

打一号一命ノ
知､lノむオ′わ.`

11 0､0旨S 0､叩ヰg 0､0`0
叩ふ○卑

坪｣00 31～3ヰ 3-ヱJユ

*やサイサーい噂でビワ東､勧仲m譲り､鳩はq05一球下蛋ビワ.り抽韓嘘

○ヒーづ､お嫁,lt蜘サ1隼頒及匹ク､下わK的邑氏放射丁.仙崎肌祀り
年月電払且仇a.

3､結語
酔祈練果は表Z〆こ禾しモとみりで布∋｡

埠水中叩SY頚夜ピークが徴用咋帆､表土中三号密i仇て木与

禁;昌?竺誓云三言､㌍サミてご.プ㌶号票ま(ょこア豊.はナノ
冒吾諒プ捜ミ告毎阿.｡箭､リ､梯子毒アて1息乙ムふ碩阿lこ高り､杉行幸

誉霊､､慧譜二号覿‡;漂訟完吾去ら誓詫:告;警
之とは､南米弟､見直し易く有って亨て､､∂･1ヒ乞禾して･みり､前成り
象亡よく竜凰錦L碍Jもので努∂｡

本観を訝竣ほ､ミれで-あのまと軌ヒtち叫卑､少菅作キ

謁㌫､､簑:畢す∋之ととす∂｡冒咋鮎三は､環夜毎よく半lって忘ちデ､しかも､存在亡ヒり高い肩身両生
ブウ4K篭筒し､確度輪中の禰寸性げジ､ウへの足拳法り両者こ
ヤlてみtT∂永和刊いレビ｢rウヘの挙動疋ついて少古風皇軍阻tて着与す･

参考吏献

t)佐蔽締喝:工と蕃項巨上官工学雫故)虹､3l.No､ど′ゝq小一｡

之■)埼玉県項砂‥卑芸風㌍盤死丁蘭盈㌍草書(賭鹿川碑
釘呆)聞耳四年1吊?37({冊j｣.

ゝ
..

はq?′〉7%K相≒すJ移
櫓下と英一て速く手才り.堵水



(8)説射程雪祭れ解析的頑牒(¥のI3)
水詭派の9警｢ヒー3bドよ5直痺三5賛(1)

~水稲華南かうの9警卜と-ラt∫の破収と与実汚栄一

兇杯水産省農貰孜術所見印
津村昭人.駒村美佐i′′い

1藷宅

作物がデち卜やけと,を吸収†5経路Yして,(1)作物の叱上擁､らtり企む直
(二〕二r一｡しつこ)ご-こ色■●1再も血)経路t,(2)作物の格ウ＼う吸収有う間藤請栄(コ

eT･C〇ユニら･▲⊥rユ日工二t)ユ)経路の2復類があt川)`‡2うlて烹面三石姜(F｡1iar･｡

:-弓ti〇コ)′足三5素(F血色ユCつnt8■iine山n)と昼顔口射丸¢1anもーb8Seabs(
の3っに分けられてい5,

水嶺の9‰ヒーうとs卜よぅ閻路子毒薬については動=報告した｡分鳳柏確実

のうち.尊毎晩収をtリかr′ヴ℃=t}らタTメく鶴のY､､祀奇特朝ド尊租∧ぅ

まれた塊息′派巧課へ巧者与がトき(毎うカ＼簡ヾ丁て♂
2.鋼玉締阜の欣.乳
い 琶験窟弦

J7､ソト栽免=雄新川頗餌碩劇〃〕′徳一=入朝(B)′変値椅朋

か､雀宮･和郎(D)l二′ユ確つ杖グ葦如武張常て〔?§卜てtうもの過食泉l二J
該頚し′敗捜後蔓頭仲之を卿断(て戟如線け′与えの吏無衡二1格
和オ与拗クc7､剰ヒし管卜lユ†修祓如して′-うむ■iリ>引ナヂン畝7)そニウム

沈!二よIj¥れ鮒t分離し東射純音剰ぇし仁.聖｢及び､一手モsドフいて婆爪1

洛､姦Ii当りの斬新熊七三乏頚永I手当り刀琉射熊の火j取り′ニれt浸頚

=当IIt=頒等してtL川当tl新竹濃縮件数''(⊃ii･ferentialConcent
什1:′■･Jえ下D.C.戸こ略乾)を求め仁｡

(2)吏験終栗

谷赦鯉晴朗(細碑斬厳封羊除りlニ打Tう?℃卜℃lうbのD′C′巨巨各＼邑冨

をい-=T二｡和解一旦メロー〔･=′堵殖即uトそ｢よ差拙かホ打
′尊湖㌣裾早疹t二軌く生し廿常′韓.豪君,白そ丁ふナ､･〆各盲lこ久し､ては′
n
′-..､､}9ケ､

〈 ∩ ′ コ

_L.､多
一 ′ 十年′ メ1-⊥､､∴.轟ヾ㌧汀,k,イス_t生7-五っ▲



友コ`てjえ部材･〔両夜脅rr一〔手与す什,も糎榔埼叶r(､7≒｢†ド7

C′下ド¢11有権′蘭書わT窓外こノ爪′ 二欄1さ!ま水耕氷解ハ維掛1良弓

子牒架け翻さりトきり旦直れ丁こ.支乳ド和丁うtうさs♂｢.C′㌣l才終了`
即摘両肌頼笹観潮n杵汁C~㌧細線折損帰7人/ど･~〆∫ll高
音＼f如～後半t二宮面オ＼ら榊丸ヱれrニーうと9〆乞朱へ`れ波涛(告いへこやわ＼■キ

ーラ′乞羊ドhけろアモト相〔′ヤほ㌣え和銅>酢`◆ふ柵架線師部
経廟う炭軸オ坤両石tし′好奇ネ縁羊lこu叩ご畔ヂちト′う妾デろ孝＼♪着
で久ろこモカヾ毒洛外らイt仁.

3､結ま

牢阻青碑軸の畑華南にア℃トナーちちをl司吋ド同量推与17岐射什均仕′竜

一う℃s液痩け告生育晴朗てもヂも｢液痺よtl葛((戸1く_r;ちニケぺ･昨日7√＼rト

朴掩-エ′各部ヤ細尾寒か岳墟二号幕経路かこきY頼ま小一､㌧‥-て9ケえ

和行孝l二｢､へ千.絃訂すう･好奇珊つ-.



泉⊥水稲書面よ川魚収ヱれ仁ア℃｢′一誌の各各､迄への渡御綿､

(l白老
賂盲･初仲 巴虹_

ト?人/β `./ズ/ク

ト○メJク

声き′/ク

ゲ､ユズ/○

トーメ/○-J

j.7メ/○

"人仲ウ まタ人′〆
∠.7人 ′○づ

○ズ ′√ナ

′アズ〝-1

｣､〆人′ク

′タ人/ ′/′ ′♂

′/ズ ′

′rズ /■

&圭エ.α

′/′ ′○

.£/</○

′ダメ ′J7

∠､"/○一夕 フ･古人′♂_さ

¢ゾ人′ク

声J人/∂づ よβズ′ク~⊥

J､きス ′タイ

葉 身 ユ.ア人/○一`



最2 水瓶蕉面より吸瞑れた9驚｢′-ヨ誌の5凍への濃縮係葛

9℃｢玄呆

郊ヲ旦嫡朝 豪謙一I紺指C一郎可玄凰(p.C._F_)_

カ ∠_ク､`) 乙イヌ/〆づ

B く/､7 くラリクワ

C

D

∠/､了 乙ブス′クワ

ムアユ/､｢T石工〕~)ス/クー7I

舜tプ里時葡豪詳附哨C′P′研 五里(D.C.F)
β j加工ユ牛 (7工拍)川~･/

胃 付ヲβ工27ク ユエ`ス/クーデ

C ノラg∂工 H〝 (Jgエゴ)メ/｡~ゲ
D J年の:Lj2ク (〕∂工7空士ヱ｣

舛j旦碑て粥白岩ぼf摘C.F.仇 白券(P.C.戸)

A /仏工‖ (ま4工β､り大作-ゾ

B ∫7〈工fユ?(11工3 メループ

C_

D

揖コ工J叩■l(l)エユ)ズ/クイ

I朗b工∴咋.霊(-ユ__!ユ)=巧1



(9)土瘡およが､木象ヤの押Srドつ､､て

虜榊庚趨ゑ射妙弼東町
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1絹去

紹如ち碑以東.兇和地(プ畑､ブ研車上)エ壕およひ､そこに烈擁壁虎j爪仁
対象に碑下放射朝純一こよるラ碑の水晶とそ朴らの歴碑化と軸癒してき｢こ
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2部姪御乳の戯各
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(11)57年度における牛乳の放射能調査

農林水産省畜産試脳

三橋儲

1 緒言

わが国の牛乳の放射能汚染濃度を季節別､地域別に把握するた

国9ヵ所から牛乳試料(原乳)を採取し､その押srぉよび〝ちs一

測定している｡本調査研究は､当初諸外国の核爆発実験の影響を

めに始めたものである'が､最近は原子力施設の増加に伴う影響や

星の落下に伴う影響なども加わり､環境に放出され､る人為放射能

種多様であり､今後ますますその傾向は強くなろう｡したがって

放射能に関しては､ここ数年報告するとおり､かなり一俵いレベル

今後の変化をみるために､日常的な測定とデータの蓄積が重要で

2 調査研究の概要

(1) 試料採取

地域による-ちがいを検討するために流通機構にのるまえの原乳

る｡それには1各地域の試験研究橡閲が最も適当と考え､∴各関係

頼し､永年にわたり協力を得ている｡

t採取地点は､北海道(道立新得畜産試鹸場)､･岩手(岩手県畜
福島(福島県畜産試験場)､茨城(農水省畜産試鹸場)､静岡(

産試験場)､富山(富山県畜産試験場)､福井(福井県畜産試験
川(香川県畜産試鹸場)および福岡(福岡県農業総合武威場)の

ある｡

一定期間毎に各地域宛2gのポリ､びん(ホルマリン20mg入)
平均値をとるため特定の乳牛でなく何頭かの混合乳を採取した｡

脂肪の分離を防ぐため､牛乳はポリびんの口までいっぱいに満た
してもらうようにした｡

集めた試料は､常法により蒸発皿上で炭化l)次いでマッフル炉

5000cで予備灰化を24時間行い､その後5000cに昇湿し､

加熱する｡24時間目からブロワーによる空気庄送を行い､灰化

完全に行うようにした｡

(2) ′㌔sの測定

〃7csは数年前からG占(もi)半導体検出器によるガンマ線計測を

いる｡かなり低いレベルの放射能を測定するため､バックダラウ
減策に苦慮した｡今回は､従来のしゃへい体に旧戦艦｢陸奥｣材

ックを追加することにより､側Kのバックグラウンドを従来の.妬
ことに成功した｡

■

試料の測定は所定の容器に灰化試料を詰め､4万秒(1iヤO Ti
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ロ 半導体検出器‥ GI｣C155IJ(堀場製)
ハ 波高分析器‥ EG&G ORTEC7010

(5)テクsrの測定
月7cs測定後､灰化試料を500〝1gのビーカに移し､塩酸抽出を行

その溶液から直接押Yを溶媒抽出する方法で分析した｡この方法は､∃

が種々の検討を続けてきたが､現段階で最も適当と思われる方法～)で
た｡

ベータ線計測は2氾ガスフロー計数装置によったが､最近は低バッ

ラウンドといってもlop■m以上の測定器が多い｡5d年度購入の本器

ツクダラウンド約1｡5cpmという成填で納入されたが､これを改善す
めに20年前の同型のしゃへい体と交換したところ､0･占Opmと半分

に減らすことができた｡

測定器材は次のものを使用した0
イ 抽出用溶媒:ビス(2-エチルへキシル)リン酸(米国K&ニ
ロ 低バックグラウンド計数装置:もBC-451(Aも0ⅩA襲)

5 調査結果

57年度における牛乳中の押srぉよび′け08の測定結果は表1のとぉ

ぁる｡昨年の数値と比較すると､北海道の′'708の最高値が多少低くプ

ことを除けば､はぼ例年どおりの傾向である0 すなわち

北海道が一番高く､二番目に岩手､次い
は極く低いレベルで一定の汚染濃度を示

ヽ
押srヽ′けc8

きタ痍
.
ハ
と
一
つ

山い盲と
､る
岡い静てで

し

経年変化を全国平均値で示すと図1､2の

にかなり低いレベルであることは例年どおり

0るなに
ー(ノよ

こヽがるあで

その他

-ンで
声srヽ′ITcs

こ2～5∠

節約変化が小さくなったことがわかる｡この程度の汚染レベルがど¢

い永続するか､興味深いところである0

(1)北海道の現地測定

北海道(新得)の牛乳の値が高いということについて､現地調査弓

として原因究明を行っているところであるが､まだ確実な原因究明ミ

っていない｡ただ､当該地点の土壌蓄嶺量が牛乳の値に反映してい｣
ということは､Ge半導体検出器による現地測定や､実際に土を採取

した結果わか㌧た｡
(2)ソ連原子炉衛盛(コスモス1402)落下の影響

このことについて放射能対策本部からの指示により､衛星本体のさ
(58年1月22～24日)､炉心部落下時(同2月7日～8日)ら

(茨城)中の一別工およびグロスrの測定を行った0その結果ほとん(

ず
わ

れ行ら
は

め定認測は
の

ヽ 平常値であったので､そのことに関する牛乳中の押s
なかった0



表1 牛乳のわsr､/プアcs(pci/g)

タ¢sr(pci/g) ′j屯s(pcl/g)

57年5月 57年8月 57年11月 58年2月

北海道

岩 手

福 島

茨 城

静 岡

富 山

福 井

香 川

福 岡

4.0±0.3 5.4±0.3 6.3±0.3 4.0±0.3

2.9±0.2 4.0±0.3 4.0±0.3 2.3±0.2

1.5±0.2 1.5±0.2 1.4±0.2 1.2±0.2

0.8±0.2 1.1±0.2 0.7±0.2 0.7±0.2

1.9±0.2 1.3±0.2 1.4±0.2 1.3±0.2

1.1±0.2 1.3±0.2 2.3±0.2 1.8±0.2

0.8±0.2 1.0±0.2 0.9±0.2 0.8±0.2

0.4±0.1 0.4±0.11.1±0.2 0.6±0.1

0.5±0.2 -

0.3±0.1 0.6±0.1

22.2±1.2 26.4±1.3 29.5±1.4 1

8.8±0.9 17.9±1.1 7.7±0.9

5.6±0.8 2.5±0.7 2.7±0.7

0.9±0.7 1.2±0.7 1.3±0.7

5.8±0.9 6.3±0.8 3.7±0.8

6.8±0.8 5.3±0.8 3.6±0.8

2.8±0.7 1.9±0.7 3.1±0.7

2.5±0.7 2.9±0.7 3.4±0.7

2.3±0.7 3.4±0.7
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図1.牛乳の押sr濃度の経年月別変化(各点は全国平均)
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図2･牛乳のI訂cs濃度の経年月別変化(各点は全国平均)

4 結'語

牛乳の放射能調査は､食品としての安全性を確保するために行う

当然であるが､牛乳は全国各地でしかも年間通じて生産されるため

変化や季節変化を知るためには格好の指標物といえる｡環境放射能

するためには重要な測定項目である｡

牛乳中の人為放射能は最近かなり低く､その測定には慎重を要す

くに即csの測定(Ge半導体頻出器による)では､検出限界以下とい

もあるので､バックグラ ウンドの低減､化学分威との併用など測定

良をする必要がある｡
フ

ォールアウトの蓄積量の多い特異的な地点については､地理､
ど広い分野から倹討を行い原因を究明し､今俊放出される人為放射

故､移動などを調べるための手がかり としたい｡

本調査研究を遂行するにあたり､永年にわたり貴重な試料の提僕

だいた各地域の試鹸研究機開､関係者各位と北海道の現地測定に御

ただいた原研の柳瀬研究員に感謝の意を表する｡

1)三億俊彦‥ 工SOtOpe News､555､5､27､1982

2)三橋俊彦:昭柑5 占年度農林水産省閲係放射能調査研究年報

25､1985
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(1功 降下物,陸水,海水,土壌および

各種食品試料の放射能調査

(財)日本分析センター

滝沢宋冶,坂東昭次,

樋口英雄,吉清水克己

1.緒 言

科学技術庁放射能調査委託にもとづく放射性降下物(フォールアクト)に係る環境試料

調査として,57年度に採取された降下物,陸水,海水,土壌および各種食品などの環境

て00sr及び‖けcs の核種分析を行ったのでその調査結果を報告する｡

2･調査の概要

昭和57年度中に31都道府県の各衛生研究所などで採取され送付をうけた各種環儀試

昭和57年4月から昭和58年9月までに…8r及び1"cさの核種分析を行った｡

Ⅲ 分析対象試料

分析対象試料は,降下物,浮遊じん,陸水,海水,海底土,土壌,日常食,精米,牛

ミルク,野菜,茶,海産生物などである｡

試料は31都道府県の各衛生研究所などで採取され所定の前処理を施されたのち当所

たものである｡

(2)二分折方法

分析方法は放射化学分析法で,科学技術庁制定放射性ストロソチクム分析法(昭和4

および放射性セシウム分析法(昭和51年改訂)に準じて実施した｡

3.調査結果

昭和57年4月から昭和58年3月までに採取された主な試料の測定結果を表1に示し

以下試料別の概要を述べる｡

(1)降下物

各県の月間平均降下量(mci/km2)を表1に示した｡なお降下物には測定結果が得ら

試料もあるので測定結果が得られた月数を併記した｡



が最高であった｡

(2)浮遊じん

福島,茨城,新潟,福井,静岡,愛知,京都,大阪,兵庫,鳥取,岡山 広島,長崎の1

四半期毎に採取した試料について,その測定結果の全国平均および最小,最大値は次の通り

00s.:0.081(0.00 ～0.34)10~さpci/b3(n=51)

1=cs:0.14 (0.014-0.50)1がpci/bユ(皿=51)

いずれも第1四半期に高い値を示した｡

(3)陸水

上水(蛇口水,源水)について各県で年2回～4回採取した試料の平均値を表1に示した

その全国平均および最小,最大値は次の通りである｡

帥8r:0.10 (0.005 -0.21)pCi/J(n==76)

1=cs:0.005(0.000 -0.024)pci/J(n=76)

淡水は北海道,秋軋.福島,茨城,新潟.福井,長野,京都,広島の9県について年1回

れたもので,その平均および最小,最大値は次の通りである｡

00sr:0.016(0.007-0.25 )pci/J

l"cs:0.002(0.002-0.070)pci/Z

(4)海水,海底土

海水は11県,海底土については12県で,年1固採取した試料についての県別分析結果

に示した｡

その全国平均および最小,最大値は次の通りである｡

海 水 ○¢sr:0.10(0.09～ 0.13)pci/J

=けcs:
0.12( 0.05- 0.16)pCi/J

海底土.08r:6.5(0 - 27 )pCi/kg 乾土

137cs:93 (12 ～250 )pci/kg 乾土

15)土 壌

各県年1回採取した試料(深さ0-5cm,5-20cmの2種類各1試料)についての測

を表1に示した｡

その全国平均値および最小,最大値は次の通りである｡

0～5cm ｡Os.: 9.6(0.26- 44)mci/km2 (n=31)



5～20cm 00sr: 23(0.89- 97)mci/km2 (n=31)

160( 5.4 - 610)pCi/kg乾土

l"c$: 46(1.4
～

200)mci/km量 (Jl=31)

320(11 ～1600)pci/kg乾土

地域的にtよ東京,島根が高い値を示した｡

(6)日常食

各県年2向採取した試料の県別平均値を表1に示した｡その全国平均および最小,最

通りである｡

00sr:3.1(1.0- 6.0)pCi/人･日 (m=62)

5.2(1.6-12)ストロソチクム単位

1=c$:3.2(1.2-1▲ )pCレ入･日 (m=≡62)

1.4(0.4- 5.7)セシウム単位

仰 精 米

各県で年1-2回採取した試料の全国平均および最小.最大値は次の通りである｡

008r:0.31(0.00- 0.73)pCi/kg清米 (皿=36)

6.2(0.0 一｣14 )ストロソチクム単位

1"c8:2.3(0.0
-

9.8 )pci/kg構米 (m=36)

2.4 (0.0 -13 )セシウム単位

(8)牛 乳(原乳,市乳)

各県年2-6回採､取した試料の県別平均値を表1に示した｡その全国平均および最小

次の通りである｡

00sr:1.9(0.54･-17)pci/J

l.7(0.50-18)ストロソチクム単位

l"ぐs:4.4(0.45-92)pci/J

(n=104)

(n==104)

2.7(.0.26-59)セシウム単位

(9)ドライ ミルク

ドライミルク,スキムミルクは市販のものメーカー別12試料で,その全国平均およ

大値は次の通りである｡

008r:16 (4.8- 42 )pci/kg粉乳



仏伽 野 菜

大根,ほう.れん草について生産期に合せ採取した試料についての測定結果を県別に表1に

その全国平均および最小,最大値は次の通りである｡

大 根 00sr: 8.2 (0.58～ 29 )pci/kg生

34 (3.1-110 )ストロソテクム単位

137cs:0.91(0.0 ～

6.4)pci/kg生

0.42(0.0
-

3.1)セシウム単位

ほうれん草 90sr: 6.8 (0.59-19 )pci/kg生

8.2 (0.82- 23 )ストロソテクム単位

131cs:2.2(0･33- 9.6)pci/kg生

(n=28)

(n=28)

(n=28)

(n=28)

0.38(0.06- 1.8)セシウム単位

大根では山形,ほうれん草では高知の各県が高い値を示した｡

なお表中,青森,秋田,大阪,和歌山,各県の()内データは,ほうれん草の代香品と

やべつ,はくさい等の結果である｡

(川 茶

静岡,京都,鹿児島,(各2試料)の試料についての平均値および最小,最大値は次の通

る｡

90sr:67 (29 -120 )pci/kg構茶

19 ( 9.6- 37 )ストロンチクム単位

1"cs:63 (20 -100 )pci/kg構茶

3.1(1.1- 5.1)セレクム単位

㈹ 海産生物

各県で採取した海産生物は魚類,月類,海藻類である｡その平均および最小,最大値を示

の通りである｡

魚 類 90sr:0.34(0.0 -1.3)pci/kg生

0.13(0.00- 0.78)ストロンチクム単位

137cs:6.2 (1.9 -17 )pci/kg生

1.7(0.74- 3.1)セシウム単位

月 類 90sr:0.26(0.00･L～ 0.68)pCi/kg生

(n=29)

(n=29)

(n= 8)



海藻類 90sr:1.3(0.38-2.8)pci/kg生

1･3(0･66-2･4)ストロソテクム単位

137cs:1･2(0･22-2･7)pci/kg生

(n= 7)

(皿= 7)

0･20(0･13-0.33)セシウム単位

個 淡水魚

淡水魚は北海道,秋臥 福島,新潟,福軋 長野,京都,広島の8県で年1回採取さ

(コイ,フナ等)で,その平均および最小,最大値は次の通りである｡

00sr:29(3.1-56)pci/kg生

4･6(0･85- 6.8)ストロソチクム単位

137cs:9.8(1.1～34)pci/kg生

3･2(0.39-11)セシウム単位

4.結 語

科学技術庁放射能調査委託にもとづき放射性降下物に係る環境試料中の放射能調査とし

度に採取送付をうけた各種試料について00sr及び1"csの核種分析を行った｡傾向とし

56年度よりやや低い値を示した｡



表1. 各種試料中の90Sr,137Csの地域別平均値



(2ゆ 沖縄県で発生した

放射能内臓磁気コンパス問題について

沖縄県公害衛生研究所

金城義勝※ 大山嘩吉

吉田朝啓 外聞惟夫

長■弘輝 洲鎌久人

音国信栄

1.渚言

昭和58年5月21日付の地方紙に螢光塗料としてトリチウム(7細Cl)

が使用されている米国製磁気コンパスが米軍払い下げ品店などを中心に県民

の間ほ出回っているとの記事が掲載された｡

その反響は日増しに大きくなり社会的問丘へと発展した0

本県環境保健称ま放射繚障害防止法で定められた規定濃度以上の放射性同

位元素が磁気コンパスに使用され､ひいては放射性同位元素叱よる一般県民

の被ばく､並び貯遺棄等による環境汚染が懸念されることから当公害衛生研

究所と密接な連絡を保ちつつ科学技術庁の指導庵あおぐと共に係官の派遣方

を要請した｡

一方､各関係機関との連絡会議を平行して開くと共にいちはやくマスメデ

ィアの協力を得て県民からの組織的な回収作業が開始された｡

当初､問題の磁気コンパスはトリチウム75mCi表示の一種類と予想されて

いたが､回収が進むにつれてトリチウム表示の磁気コンパスは50nCi､75

mci､120mCi､190mCiの4種類にまたがり､更にRa-226･､PTn-147(

15.5mCi､0.4mCi)､その他として日本製で類似品(青光酎及び･､米国

製で青光性のM2型が届けられた｡

7月6日までに回収された磁気コンパスの総数は765個にのばり､その

うち放射性同位元素を内臓した730個の米国製磁気コンパスを米軍に引き

渡し､残り35伺(蓄光性)は届け出た個人に返還された0

ここでその回収並びに調査結果を報告する｡

2.使用測定器

(1)Ge(l.il CANBERRA社製(相対効率15%)

(2)GMサーーーベイメ･--一夕 ^1-OKA
TGS-113 4･5cm

(3)NaI(Tl)サーーーベイノーータ
ALOKA TCS-121Clj･n¢

3.回収､調査結果及び考察

本県は】0市掴町28村の行政区域で構成されており､その81%に相当す

る10市11町22村から730偶の放射能内臓磁気コンパスが回収されたQ

種類別分類(表1)ではトリチウムを使用した磁気コンパスが圧倒的に多

く全体の73.4%を占め､次いでラジウムの21･2%であった0

土わムけ 昌～うゎ人血Ii放1嘉｢,ニノヾ1の塩合_
Ra-226と嘉元きれたもの



測定でRa-226を同定すると共に､残りのものについてはRb皿値を用し､て放

射能値を推定した｡

ラジウム内臓磁気コンパスの放射能値は約0.002～19.697〟Ciの範

囲でバラついており､その平均値は約8.747±5.840〝Ciと推定さilる｡

製造年別分類(表2)では1944年から1971年までの製品が回収されてお

り､その中1967年製が全個数の31.37%と最も多く､次いで1965年製の

14.64%､1969年製の12.02%と1960年代後半に製造さわたものが多い｡

入手時期としてはほぼ15年以上も前から出回っている｡

また､入手先(衰3)としては米軍物資払い下げ品店からの購入が40.8

%と最も多いことから､問魔の磁気コンパスは本県の本土復帰=捌獅7年l

前から米軍物資払い下げ品店を中心に県民の閣で流通していナ:ものと思われ

る｡

ではこの様な磁気コンパスを何の目的で購入したか取得日的謝査では､不

明が28.9%､山登り､ボーイスカウト活動､その他のLジャー26.9%､漁

業､つり等25.2%､土木建築関係19%の噸であった｡

4.結語

(1) 今回､社会的問題にまで発展した放射能内臓磁気コンパスは､本県

の本土復帰前から米軍物資払い下げ品店を中心に県民の問で流通して

いたものと思われる｡

また､一般大衆化放射能表示マークが十分理解されてなかったため

今回の様な事例叱まで発展したものと推察される｡

(2) 沖縄県には在日米軍基地の約44.4%に相当する米軍基地が存在し､

その面積は県土面積の約11.3%に及ぶま)
その様な特殊な状況下で今回は科学技術庁､米軍､県昔との協力の

もとで事例庖早急に処理し得た｡

なお､今回の問題処理に際し特段の称配点をいただいた科学技術庁､

回収記録など♯重な資料を提供していただいた沖縄県警､及び各関係

機阿の方々私感謝の意を表します｡

l)沖縄県労働渉外部､一沖縄の米軍基地''､昭和58年度版



友1

放射地内組鰯胤コソパ入尊の媛級別命赦
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み 8月 /g4 24J

合 一計
765 /β玖0

泉ユ

放射艶内蔵腐乱コソJヤ入洛の乳乳

/?44年(5/㈱

/?4う年(S2

/?4?年(5ユ㈱

/?50年(52叫

/?5/卑(S26雪)

/?5ユ年(5ユタキ)

(S2∂キ)

/954年(S29年)

/?57年r5ヲ2年)

/95?年r5糾)

/?60卑(555ヰ)

/?62年(S5咋)

/964年(5う?ヰ)

/?65年(S40ヰ)

/966年(S4J牛)

/9占7年(S4ユ阜)

/968年(S4うキ)

/?6?卑rs44年)

/?70ヰイS45年)

/?7/年rs亜ヰ)



ⅠⅠ環境に関する調査研究 2

(海洋､廃棄物)



el)北太平洋の13㌔sと2乳2隼uの分布について

柵隠直評柵も舛長を 千村喜

1､続竜
為年足-L引統も､Iq曾b卑も､よ㌦､胆年lミ丸亀車もよび雪
太斡で亀敬しR潟水一塊塊鳴拘.敏池澤物ヒフ､)て
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も1､地方平準泉南卑永年へ態知性痕鏡卑}§洩長

乱射翠 ･軸撒
90sr 137cs 259,240

(PCi/100)) (pCi/10,0

550n -
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4 11.∩ 土1.8

4 10.6 土 2.6

4 9.0 土1.3

5 1Z.4 土 9.2

て 4_て + 1_h

15.Z 土1.2 10.2 土

18.7 土 0.7 2.4 土

13.5 土 2.6 Z.5 土

10.7 士 0.5 0.8 土

1∩_只 + ∩_1 ∩ 只 +



表2､丸亀中丸太平薄雪漂鳥)kへ叩†○払渡良
t■l

一位(pCi/10,000`)

Stn.80-5 Stn.80-6 水瑞 stn.80_

(m)

08

5

1
00

8

1

3

40

0
0
0
2

7
5
5
4
8
⊂
J

′O

l
`
U
1
9

9

'

l

'

'

'

l

12

つ
ム
ー
J

5

5

′-U

O

9■.)
l

1

4S

4
t
J
1
9
8
7
0
0
`
U
9
′
-
U
7

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

4
1
2
0
0
0
0
0
0
0
0

+
-
上
土
土
士
土
土
士
土
士
土

4
8
9
1
`
U
1
9
■
■
⊃
0
つ
ム
′
｣
U

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

9
0
5
′
0
4
4
2
Z
て
J

Z
'
J

l

l

l

l

l
っ
ん
つ
ん
3
4
5

0
8
1
4
7
｢
⊃

1
5
0
9
て
J
て
J

l
てJ

4

7

0
1

7
9
8
9
S

O
tJ

て
J
7
⊂
J
一
d
r
｢
⊃

07

S
9
2
9
9
8
4

1

'

l

l

'

'

'

q
-
8
9
0
2
4
0
9
8
′
h
)
｢
⊃
7
8

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

2
0
0
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0

土
土
土
土
士
土
士

士

士

■
土
士
+
-
ユ
こ

5
2
つ
ム
′
-
U
7
1
4
7
9
7
9
′
0
4

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

0
8
9
1
t
J
4
9
4
1
1
2
T
J

S

l

l

l

l

10

96

255

558

801

978

1,500

1,755

1,990

2,263

2,S2S

2,964

4,032

S,514

士
土
上
土
土
土
土
士
士
土
士
士
土
土

0
0
4
7
4
て
J
`
U

O
0
0
5
1
0
'
J
4
0

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

0
0
0
0
4
t
J
O
7
2
′
0
4
Z
2
2
7
4

1

1

1

1

表3､弛も亨守秘壌鳴物赴癒竜柵

ヤヘ柵瞳薇漣洩良(p⊂こ一′k3-ょいy)

(300N,1700w,5,590 m)



もヰ 北大鞘中将海水守勺牧紬鶉親友
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(2カ 沿岸海戦竜キ料へ解析甑基

板射線亀鞍総点ス植竹
長鳥ノ紘､戦場､乎寺

1､驚如引鮎､如県補填牒硝税吏ほよ､t｡
う専lゝもけき鶏最良物′萄軋潟海手｡,ノユ〕掬沌損壊洩良i鯛
錦jもまピー､う与;仇鳥銃乳も専む青雲ゴ.

i､竜均鼠初句り頼長
尊､細湧
きもゃ.J乞レこ端｣爪､ザ､】うノ′料ノ､,覇ゝも練し-ノ;諒恕

恥ニーt"亡;′▲b〇｡､玖どと瑞軒}も｡
' - ノ

こlしノ諷刺鼠米華
乱写､観.薄亀′軸■､′与毎長上仁羊､､主税笥▲-′1うご√j､叱一〔-､と､､

こ11し亨｣音頭よ､よ㌦袖穐ミ≒
ツ専→しあ}こ･J､薄永嶋強制枯滅法弔､ゝJ､〕て`loごへりり亡i′叫4
と-もノふ争ぃJゝ.

ヨ.吾焉果

こtJ海表札砲
患し′-もゃ､1碗性淘試筆ごノ方叫もミ漫と缶ろ.温耳ふ軋光二
｡ノjり㌔洩鬼･去.ゝ＼牒山･苛もへ1且とtよlも､､J司祖毘で凰ユ｡篭納本和
親でi㌫∴7やここ′k縛(1汽範晦ノ恥ニ∠しユーり特捜いウマ貝筑庫=さJl

音読芯-;思き禁慧;言㌫警崇褐箋鐙き､
㌢､1うオ111つ亡s′`クc｡ミ息最小"tも､諷"他年豆り8】1乱と守､した)も屯
瓦t･iち丈ぬq旬こq号巨軸注牒摘沌､､きたあ:れ盲.

}ギ葦怒詣浣ノ雨と示与｡
粗もぅf叫…ド人一貫〇､ぺ.h

Jjノ 鴻卑蝿痩地

さ▲_′_衷ケ∴きtlJミ攣蝿魂拘痔妬き碑∂Jノ呵訴乳と音ふ



泉L.茨城射綿泉針顛 (酵知J巧JJメ旅襲)

身 魂 割 侃
137cspci/kg史

アイ サメ

チノい)/

スえ､キ

インオーレイ

ウマブラ′､†
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霜
∵
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〃
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済
∴
舶

摺
滅
咽
峨
用
談
摺
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拘

墨呈二塑
錦 神 々 Cs pCi/kg史

ヤl-イカ

lヽ

マ ダ コ
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ア刀がイ

そスノガイ
ンヤコ

■ヽ

均
麟
増
減
摺

J
静
内
折
舶
用
㌦
即

2.9

3.5

1.7

2.4

4.5

2.1

2.5

5.7



紅鴻埠指芦後産象腫和∫7吉昭盤⊥

絶 類
137cspci/kg史

､ソノてタ(終身)
バ｣=㍉ス†∵ブ( ヶ )

ハリオーみ(〃
)

ネジ乞ク(禅譲)
ビ ジ キ( ち1

ア ラ 〆(r ヶ)

/､ハヤモ7し ′′1

7 す サ(韓射

患4.浄鬼;宮水ケア手(瀞∫7草J桐原集〕

剰頼ぼ甥射取舵醜157cspci/kg隻60copci/kg呈

水寓斗孝 0･5km

明神碕 0･7ケ

卵和音 1･8･′

碑 鬼 1･6¢

及,:腐 2.0 一

子′:薗
5･5〝

立 后
6･0 ヤ

7.6

5.S

4.8

4.5

5.9

★

★

★木質も確斬′A



妄ど 滝鼻海水へ句碑1結果

時軸

137cs 239,240pu

(PCi/100A) (pCi/10,000P)

母音 全盲 粒与継

鼓嘲罵

先考

1982 5月

7旦

9月

1985 2月

12.4 土 0.8 12.0 土 Z.5

12.6 土 0.7 3.5 士1.S

15.2 ± 0.7 11.2 土1.5

15.4 土 0.8 18.5 士1.8

1.8 土 0.

2.0 土 0.

2.7 土 5.

4.6 土 0.

も官鶉 198210貝 13.5 土 0.7 6.1土 0.8

象ら 専守､湧ミ与良鳴鳴物っ伺珂恕乳

号他(PCi/kg-dry)

19816 島

137cs 239,240pu

1980 9司

137cs 239,240pu

0- 5

.5-1n

lO-15

1S-20

ZローZ5

Z5-30

50-3S

55r､40

40-45

45-50

50-S5

55-6P

21Z 士15 76 土

25S 土19 74 土

212 土11 88 土

207 土10 125 土

285 土14 87 土

515 士15 143 土

197 土 8 155 土

106 土 6 68 土

68 土 5 17 土

46 土 4

38 土 4

56 t 4

てJ

てJ

てJ

OO

4

7

7

4

1

土

土

土

上

土

+
-
+
■

土

2 81土 6

2 70 土 5

7 95 土 7

2 1Z6 ±10

2 145 土 9

2 166 土12

2 155 土 6

2 105 土 6



象7 福渡鴻鴻庵鳴庵吻へ令神祇果

宮仕(pCi/kg~dry)



佗カ イ カ類捕食者マッ コ ウクジラによる

中深層から表層への60c｡移送

東海区水産研究所･筑皮大学7イソトー

梅 津 武 司 ･海老原

南 迫 洋 子 ･渡
辺

いくつかの上層への摂餌回遊の連鎖によって,

表層の物質が深層に運ばれるという摂餌回遊の悌

f･説(Vinogradov,1962)は多くのデータによ り

実証されてきた｡深海底に低レベル放射性廃棄物

を投棄した場合,生物による上方への核種の移送

が間蓬になる｡歯鯨類に属するマ ッ コ ウクジラは

イ カ類捕食者と して世界の海洋に分布している｡

と くに雄の成休はl時間以_卜も潜行し,水深3000

mまでも潜水でき る能力を持つ｡

ダイオウイ カ･ニュ ウドウイ カをど超大型種以

外のイ カ類は1年で生活史を終える｡イ カの全休

重の数～十数ノて--セントの電量を占める肝臓から

はほほ常時dOcoが検出される｡マッコウクジラ

の主食となるのは中深層(200-1000m)を主

な生息域とする中人型イ カ類である｡ イ カ肝臓中

のdOcoは,マッコウクジラに摂取され,その体

中で,あるいは糞尿と して表層にもたらされる点

を検討した｡

8()年前後に∵主と して日本近海においてマ ッコ

ウクジラと,ヒ ゲ鯨類に属するニ･クリクジラの言†

5頭から試料を採取し,同時にイ カ類十数種の肝

臓,またニクリクジラの餌とされるオキ7 ミ類を

採集した｡試料は常法によ り灰化し,径4 4蔦■の

シリンダー中で500k乳/㌶で圧縮成型した｡これ

た｡安定Coの定量はプラズマ発光分ラ

り行った｡

d℃｡はマッコウクジラの肝臓･心臓

ら16-40mBq(0･4-1･1pCi)/毎

な りイカ類肝臓から平均110mBq(3

検出された｡マ ッ コウクジラ胃内のダ

内臓から17mBq//旬のdOcoが検出ミニ

の詞c｡はイカ類に由来することが認把

ォキ7ミ類3試料からは占Ocoは検仕

ったにもかかわらず,ニクリクジラ肝

40-80mBq(1･1-2･2pCi)/k9の601

された｡その起原は不明である｡ニク

dOco
を水平的に移送するとしても,

ノラのよ うな上方垂直移送はしをlハと

ィヵの占Ocoは4-5次以上の食物月

表崩されたものと考えられ,マ ッ コ ウ

らに高次の消費者である｡北東太平洋

海水中の溶存Co濃度は,2ng/βで∃

｡e.etaい982)空
これをイカ肝臓

戟すると,臓器にはCoは105倍濃縮

ことK:左る｡クジラ類とイ カ類臓器の

足労coの関係を図lに示した｡dOcol

〟g という生物中での関係が,海水中(

比を反映している ものと仮定すると,



らを捕食し,d℃｡を再び表層にもたらす役割を

演じてレゝる｡世界の海洋で1年間にマ ッ
コ ウクジ

ラによ って消費されるイ カ類はl～3億ト ンと見

積られている(Kawakami,198｡)霊 詳細は日

本海洋学会誌に投稿予定｡

1)Vinogradov:1962 Rapp.Proc.Cons.

Int.Explor.Mer.,153:114-12O.

一
〇
き
伊
よ
＼

2) Knauer et al:1982 Natur

29 7:4 9-51.

3) Kawakami:198O Sci.Rpp.V

Res.Inst.,32:】99-A218.

1) 百島･他:)981Radioisotop

:j(I:4`19--151.

5)深津･他:l!)82 Radioisotop

3】:16-20.

10310 102

59co
pg/kg wet

図i ク ジ
ラ類と イ カ類の臓器中

d℃｡と安定5と｡濃度の関係

(○:クジラ類｡●文献4による,

∠ゝ:イ カ類,▲:文献5による)



佗心 混合水域(ff点)における

中深層性魚類･甲殻類の60co･13ts濃度

東 海 区 水 産 研 究 所

梅津武司･商連洋子･田

北西太平洋海盆に低レベル放射性固体廃棄物海

洋処分の候補海域が4点(ABCD)存在する(図

l)｡B点(300N-147Q E)の海洋生物と

その放射能バックグラウンドについては,既に数

次にわたって調査されてレーる｡これと比軟検討ナ

る点として,81年はB点よ り10鹿北の400N

-1500E(iorty,エifty,以下ff点と呼

ぷ)の海域を豊玉 -ノて: fさ点ごま北上ナる黒潮

と南下する親潮によって形成される混合域であり,

亜寒帯穣前線帯に属する海域である｡亜寒帯中層

水はf f点からB点につながるとされる｡B点の

底層水は長期的には北に流れており,ff点はそ

のF流に､うたる｡f f点はB点に隣接する,B点

とは惟格の異たる水域である｡

このf f点におし(て81年5
-
6月
ト調査船開

汀札によ り水深】50mから1500mにわた少,

深度別に開閉型中屑網(KOCネ
ット)を 6(ま

たは12)時間水平曳網して中深層性魚類を採集

l刃 I10 150 1600【

ミ†一≒二~キニl‡三二
`わ

した｡水深別採集生物量を8点と此朝

2である｡採集量はf f点がB点のか

あった｡6時間曳網した場合のり戸水屋

105m3である｡2 0固の曳網で魚類2

種),甲殻類15匝(遊泳性エビ類4

類2 3種),覇足類10k才(3 0種)

採集した｡魚類Il種とエビ類11稽

よ って,おのおのの類の総重量の7 0

れた｡これらを灰化し,常法にエ りカ

クトロメトリーを行った｡占Oco･157c

表1に示した｡

dOco濃度が相対的に高かったのは｣

属の3種で,典型的を深層種であった

は 〟.′r〃れ`αわ∫ は 600-1200m,月

ガ.∫γαごl′l∫ は2300-3000mに生′転

生や稚エビは200-500m生活し,成

たがって深層に移り,5辛以上生存す

肉食性である｡
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表I ff点優占葦の`℃○･15七$濃度

Scje一書tjfjc na爪e

neこ.フ石た〇門e ヱちrコヱ㌧α

エコW∂石∂椚CごPαグ£乙g

エフゐ吉払GeOee餌8∂乙or管α犯す

ブ力こ祝ムも.フd比∂m⊂eC祉乃も

･識見止わ広場 3烏Ⅶ厄
コ=eフ∂Sちび仰ご椚αござロpれざ

1し

嘉αロ佗祝β友ぼクさ巧も0

ク五cロ膏弘S こ祀g石α

坤α乃訂亡兄∂わP血乞ヰ
罰お痩砲火建毎払〆帽血涙飢姑む

βぞ乃ラね乙わぞ乙乙広くお花加古α

由彗痺ユカ酢肌お摘

･お叩雇描S即･
∂g乃舌たg巧g習乃∂椚αおreα乙毎

払爪g乃0ゐ和知ね乙由

か裁ク血左gαぬ乙‡β†
肋間g乃0ゐpクgre乞Z毎

如d乃竜鹿pゐyr也マ.1さr㌍
よ.ク血∂ロf花β8G mjddle

A･マ･ モ恥Il
∬つ石∂∂お札£Jののもe㍑さ

瓦呈示Wt Ash雲 Ra亘i9dCミiv巧両Ci/kg旬eて
in g we亡basjs さJCo ~こ三Tcs

30.3 3.18 0.三∂=J.3ヰ

29.0 5.98 2.〇8士0.85

10.8 2.ラ2 3.27±〇.96

23.5 3.04 1.70=0.49
28･1 2.38 2.つ0=G.36
11.2 2.03 Z.25二0.55

21.5 4.14 4.∋7ニ0.80
27.1 2.68 0.96二0.53 3.00三0.ヰ6

106.5 3.05 ヰ.56二:〕.阜2

86.2 2.85

20.8 3.35 1.絹ゴ〕.67

7.3 1.79 1.13±1.05 1.22=0.79

9.1 2.7ヰ 3.16=1.1ヰ

63.6 1.86 0.27±0.25 0.51二0.20

12.1 2.19 1.78±0.83

8.1 2.69 2.58±1.卑1

9.4 3.5タ

49.1 2.89

ヰ3.4 3.ヰヰ

18.0 1.95

35.5 3.19

5.10士1.44
0.49三0.ヰ3 3.3l土0.ヰ0

Countjng tjme160r24xlO叫sec,★8x10-sec.一:Value句.

ff点とB点の優占種について,占℃｡の

検‡ti状況を表2に示したg･り同じ種であって
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綾乃日本近海海底士の放射能調査

東海区水産研究･所

鈴 木 頴 介･敦 賀 花

1. 緒 言

日本の沿岸･近海漁場における放射能水準の変動傾向を長年月にわたって把摩するた｡

年】0月相模湾内9地点の海底士を調査船蒼鷹丸によ少採取して放射件核種を分析した｡

2. 調査の概要

海底∴仁はSK式採泥器によ り採取した｡採泥器の口径17Cmからみて,採取された試判

ら深さ十数C珊程度までの表層士をすくい取ったものと考えられる｡

試料は船上で凍結して持ち帰り,湿式によるふるい分けで粒径2-0.037初と 0.037

2区分に分け,乾燥した後,Ge(Li)半導体検出器を用いて核種を分析した｡計軋し:

量は10(l-400g,計測時間は24をいし26万秒.であ′る｡

検出された核種は今回と同じ海域における】980年の梅津らによる調査(昭和55年

抄録集,P.74～76)と同様に
60co,157csぉよぴ0.43MeVと0.60MeVK:ピーク

125sbと考えられる柊樗であったが,この佗カゝ0･57MeVと･-･06jⅥeVのところに明瞭

が認めらわた0 2つのガンマー線エネルギーー･=--からこの核種は 207Biと-一致してぃる｡表

種の放射能凛度をホしたが,0･43MeVと0･60MeVのピークは125sも,0･57MeVと

のピークは207Biとして各々の核稚のガンマー線放出率i半減期を補正して計算した｡

各核種共粒径の細かしへA区分の濃度がB区分に比べて高かった｡採取地点による濃慶一

く,おおまかに類別すれば第4,7,9点の濃度が比較的高く,第1,2,3点は低濃!

6,8点はその中間に位Lた｡しかし濃度の高い第4,7,9点の位置は分散してお少

は●集中していたい｡9か所の採取点の中で4核種共に最も濃度の高かった第7点は198

査時に最も濃度の高かった採取点に近接した位置にある｡1980,1982年のそれぞれ

の高し､採取点の各放射能濃度をA区分で比較してみるとk9乾土あたり
60coは70pCi

pciに,125sbと考えられる核種は230pCiから88pCiと今回が前回のほほ40

減少してレゝるが,157csは579pCiから706pCiとやや高レ､値を示した｡

3 結 語

日本近海の海峡土中に含まれる放射能核種は主として核爆発実験に由来するものであ.

れるが,採取地点によってそのレベルに著しh差があるよ うに思われる｡
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(31)横須賓港､佐世保港及びホワイトピーチの放射能調査

海上保安庁水路部 海洋汚染調査至

宮本哲司､ニッ町惜､三宅武子

dヽ鴨哲哉

1 緒言

本調査は､原子力軍艦が苔寺巷する横須賀､佐世保の各港及びホワイトビーチ(金武ヰ

海水及び海底土について､環境放射能の長期的変動を明らかにすることを目的としてい

賓蒔､佐世保港については昭和39年度から全β放射能測定による調査を行っていたが

年以後は核種分析による調査に切り換えた｡ ホワイトビーチについては､沖縄復帰に

47年度から上記2港に加えて調査を開始した｡ この報告は暗和57年度の調査結果

まとめたものである｡

2 盲滑査の概要

本調査のため上記3港のそれぞれには固有の測点(横須賀港6点､佐世保蒔7点

ビーチ6点)を定めてある｡ 調査は年4回定斯的にこれらの定点において表面及

メートルの海水と海底土とを採取し､ラ毎上保安庁水路部において､これらの試料につい

学分析を行っている｡

昭和57年度の144ce及び60coの測定結果をそれぞれ表1､衰2に示す0 また

144ceについて各港ごとに斯別の平均値を掲げてあり､昭和49年(1974年)以降`

年的に表わしたものである｡

海水中の144ceは55年度の終りにわずかな増加が見られたが､昭和56年度以降

少に転じ非常に低いレベルとなっている｡海底土中の144ceは昭和56年度前半∃

が見られたものの後半以降は減少に転じ低いレベルとなっている0
60coは海水､削

年度までの結果と同様全体に極めて低いレベルにあり大きな変化はない0

3 結語

昭和57年度の調査搭乗は､各港とも放射能レベルは極めて低く､特に異常とする億

なかった｡



表1 海水及び海底土の144ceの分析結果(附紺57年度)
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表2 海水及び海底士の60coの分析鮭果(隋和57年度)

横叡智港

海 水 内一上

下

外一上
下
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G幻 日本近海の海水及び海底土の放射能調査

海上保安庁水路部 海洋汚染裾重量

宮本苛司､ニッ町惜､三宅武治

dヽ鴨哲哉

1 緒言

本j滑査は､日本近海における海水及び海底土中の放射性物賃の分布及び そのぅ経年変イ】

にすることを目的としたもので､海水については昭和34年度に､海底土については限

度に裾査を開始し､以後毎年継続して実施している｡

今回は､昭和57年の調査について報告する｡

2 調査の概要

海水は黒ラ斬流域､親潮流域､日本海の各海域で表面海水を採取し､海底土は沿岸域で:

を採取している｡ 試料の放射化学分析は､海上保安庁水路部において行っている｡

分析核種は､海水については90sr､137cs､144ce､106Ruの4核種､海底土につい

137cs､60co､144ce､10qhの5核種である｡

防和57年分の海水及び海底土の測定結果を表1及び表2に示す｡ ■試料採取位領

示す｡

囲2には海水中の90srと137csについて陪和36年(1961年)以降の年別平髭

海域ごとの経年変化を､また囲3､囲4には海底土中の144ceと106mlについて年

範囲と平均値により;経年変化を表わしてある｡

衰1､によると､海水中の144c｡､1彗餌は偏和57年は､前年に比較して減少傾向もて

部分の測点が0.1甚i/β｣以下の低いレベルである｡

園2について見ると海水中の90sr､137csはおおむね滅ゆ傾向にある｡囲3､匹

て見ると海底土中の144ceと106Ruは同様な変化傾向を示し､前年(56年)は増力

たものの 57年は再び減少している｡

蓑2によれば､海底土中の144ce､137csは試料ごとに大きく変動しておりまた､

傾向も137csと144ceとでは異なるように思われる｡たとえば東京湾での137csは牽

く144ceは湾口部が高くなっている｡ 90srは20pCi/Kg一乾土以下の低いレベJ1

137csと似た分布を示している｡海底土中の60coはいすれも10pCi/Kg一覧土以｢



3 結語

我国周辺海域の放射能は､核実験の影響によって時に変動することもあるが総じて低いレ

にあり､長斯的には おおむね減少傾向にあると思われる｡



衷 1

Serial Position

No. Lat. Long.

黒 潮 流 域

1 30-43N 131-48E

2 29-20N 137-49E
3 31-59N 137-50E
q 30-58N 138-11E

5 28-20N 138-00E

6 30-05N 130-50E

7 30-56N 130-51E

8 32-21N 133-40E

9 28-00N 133一句OE

lO 30-57N 131-04E

l1 32-14N 139-28E

12 32-01N 135-40E

親 潮i兜 域

13 40-00N 143_30E

14 40-00N 144-30E

15 43-05N 145-55E

16 40_30N lq8_30E

17 40-40N l∠13-20E

18 40-40N 145-00E

19 40-40N 145-00E

20 40-40N 143-20E

21 40-00N 145-00E

22 ∠10-40N 143-20E

日 本 海

23 34-10N 129-50E

24 34-25N 130-10E

25 37-28N 134-12E

26 36-00N 135-15E

27 39-00N 136-00E

28 37-32N 138-00E

29 42-31N 138-00E

30 36-00N 135-30E

31 37-30N 13ち-20E

32
､37-30N 138-00E

33 39-00N 136-00E

34 37-30N 138-00E

35 38-59N 135-58E

36 36-00N 135-30E

37 37-30N 134-20E

38 41-17N 139-30E

39 42-30N 138-00E

40 34-10N 129-50E
41 34-00N 129-30E

42 33-401ヾ 129-50E

43 34-25N 130-10E

叫 ql-17N 139-30E
45 36-00N 135-30E

46 37-30N 13ヰー20E

47 42-30N 138-00E

昭和 57年

Sampling

Date

1982.2.20
1982.3.7
1982.3.8

1982.5.10
1982.5.11

1982.5.28

1982.8.1J1

1982.8.30

1982.9.1

1982.11.8

1982.11.13

1982.11.19

1982.3.11
1982.3.11

1982.q.19
1982.4.20

1982.5.14

1982.5.15

1982.9.24
1982.9.25
1982.11.16

1982.11.17

日本近海 海水 放射能分析結果
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表 2

Ser･ial Position

No. Lat. Lor唱.

1 35-18.9N 139-42.6E

2 35-25.7N 139-44.4E

3 35-31.8N 139-52.7E
4 38-25.7N 14ト28.8E

5 38-26.ON 141-29 E

6 35-35.2N 135-20.6E

7 35-32.9N 135-29.9E

8 35-45.7N 135-50.5E

9 35-56.6N 139-01.4E
lO 31-30.1N 130-38.1E

l1 43-15.ON 141-10.8E

12 35-18.6N 139一句2.2E

13 35-25.9N 139-44.4E

14 35-31.8N 139-52.6E
15 34-13.1N 132-18.6E

昭和57年 日本近沌i 海底士 放射能分析紙根
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図2 日本近海 海水の90sr,137csの経年変化

図3 海底土中の144ce巌年変化 園4 海底土中のIn6Ru.縦年変化



(33)放射性固体廃棄物の試験的海洋処分に伴う海水､海底土

の放射能一喝査

海上保安庁水路部 海洋汚染調査室

宮本哲司､ニッ町†吾､三宅武治

か鴨哲哉

1 緒言

本調査は､放射性固体廃棄物の試験的海洋処分に先だち処分候補海域の放射能バック:

を把握することを目的としている｡

海上保安庁では､昭和47-49年A,B,C,D4海域､52-55年A,B2海域の諏査

56年からはB海域を対象として海底地形地質葡査及び海水･海底土の放射能調査を開∃

今回の報告は､昭和56､57年の放射能測定結果を取りまとめたものである｡

2 調査の概要

試料の採取は､海上保安庁水路部所属測量船｢陪洋｣により陪和56年10月-11J

和57年8 月に実施した｡

採取した試料は海上保安庁水路部において放射化学分析による放射能測定を行った｡

種は海水は90sr､137cs､60coの3核種､海底土については割こ239餌を加えたニ4

昭和56､57年の海水･海底士の放射能測定結果をそれぞれ衰1及び表2に示す｡

深海底の海水中の90sr､137csは表1に示すように､それぞれ1000eあたり0･31

0-19pCiの濃度範囲にあり表層海水中の濃度に比較しtlO～100分の1の低いレベルて

昭和57年に実施した各層調査によると90sr及び137csは表面から5蝕までは月

で､それぞれ0.08pCi/ゼ､0.15pCi/ゼ 程度の値を示し､深さ500m-1500皿において

.少し､深さ1500皿-5000皿
では0.001pCi/β 程度の非常に低いレベルとなり､底上

び わずかに増加している様に見える｡ 又底上10皿層と底上100皿層を比較すると≠

低いレベルでばらつきは有るものの海底に近い底上10皿屠が やや高い傾向にある様

これに対して､60coはいずれの試料においても検出されていない｡

海底土の表面(0-2cn層)における239,240pu､90sr､137cs及び60coは衰2

り それぞれ乾土1Kgあたり1.8-4.2pCi､1.6-4.3pCi､13-33pCi､0･5～2･5p

範囲で いすれの試料からも検出されたが日本近海の浅海における濃度の数分の一程度



3 結語

これまでの調査により､B海j或の放射能濃度の おおよそのレベルは把握できた｡ 今宅

査海域をB海域の周辺にまで広け､放射能濃度の地域的変動及び経年変化を調査する予5

る｡



蓑1 放射性面体廃棄物の試験的海洋処分候補海域の放射能調査結果
一 海水 (昭和56､57

測点 採取位置 採取年月日 水深 採水深度 水温 塩 分 放射能態度(pCi/1

番号 抱度 経度 (m=m)(･c)
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表 2 放射性固体廃棄物の試験的海洋処分候補海域の放射能河童結果
一

海底土 (鰐和56､

測点 採取位置 採取年月日 水深 訊掛厚 放射能濃度 (甚i/kg-

番号 綾度 j経度 (m) (cm)

1 29-58.6N 拍6-55.7E 1981.11.7 6220 0～ 2

2～ 5

5～ 8

8･ヽ11

11～14

1:氾一20.相 拍7-09.8E
2 30-10.4N 拍6｣12.5E

4 29-53.2N+1拍7-25.OE

5 29-51.6村 仲7-00.3E

7 30-05.6N146-59.8E

1982.8.16 6250 0 ～ 2

1982.8.18 6240 0 ～ 2
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■ 2 ′ヽ 5
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1.8土0.3

0.5土0.1

3.0±0.3

3.0±0.3

1.8±0.2

2.1±0.3

4.2±0.ん

1.9土0.3

90sr

l.9士0.5
1.6土0.5

0.8土0.5
1.1土0､与

0.aO.3

1.6土0.2

2.7±0.3

2.0±0.3

2.8土0.3

4.3土0.3

1.1土0.2

137c8

18.9土0.5
13.3土0.9
11.6士0.9

13.1土0.9
12.7土0.8

24.5土0.9
28.2土1.2

19.2±0.8
13.1±1.0

32.6土1.2

15.6土1.2
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表l海産生物の核種分析結果托ニタリング計画)単位‥Pq/多生

核種名 57年度分析値

※～OPO2/23

※/9

叩0卜し0鱒7/23

※～OpO7/9

5(ゝ､年度分析値

※～qPO2/23

※/9

qOO2～OPO7/23

※～OpO7/9

47′-55年度分析値

※～甲Od/t70

※/119

※～甲14/ld8

※～qOOd/72

ホンダワラの核種分析結果(モニタリング計画)単位:Pめ与生
核種名 577年度分析値 56年度分析値 47～55年度分析値

∠∂C∂ ※ /5 ※~二7盲 ※ 35

※/35/〟′ ※ /5 ※ /4

/∫rα
7∂∫ト

※～甲05/5

叩05/2

※～qOOる/4

叩03/1

※～OpO9/35

※～叩0ろ/け

※:検出限界未満 /:分析値/試料数

表 5 不溶性降下ばいじん中の核種分析結果
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表3 玄海原子力発電所立人調査結果

(t) 一般排水路;尼土等の核種分析結果 単位: 泥土押

試料採取
年月日

試料の

採取場所

5る.4.20

5d､4.20

5d.4.20

5d.4.20

5る.4.20

5d.4.20

側溝沈殿池l(泥土)

側溝沈殿池2(泥土)

排水処理さ売人溝(泥.土)

油水分離櫓排出水

排水処理排出水

し尿浄イヒ棺処理水

※:検出限界未満

測 定 結 果

/∫7C∫

0.152(qo4q)

qt49(qo4り

q27d(0(〕59)

※(0､d)

※(0､dd)

※(0､dO)

※(叫)25)

※(0β27)

※(叩28)

※(0､5d)

※(0､54)

※(0､d2)

※(0即5)

※(OP45)

qo78(叩

※(l､lり

※(l､11)

※(1､=)

()内は検出限界値

(2) 佐賀市､郡内偵懐泥土の核種分析結果

試料採取

年月日

試料の

5d.4､2d

5d､4.29

5d､4.24

5d.4､24

5d.4.24

5ろ､4.24

県職員研修所(大和町)

九州電力変電所(大和町)

県体呑館駐車場(佐賀市)

県博物館(佐賀市)

オテルニュ十オオタニ(佐賀

錦島卸団地(佐賀市)

単位:れノa

鱒d5(qo23)
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ホンダワラの核種分析結果
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衷t.如kヤク人工放射直線旛溝鼠

137cs 106Ru

0.11土0.03 0.14土0.04 0.02土0.03

0.08士0.01 0.15土0.03 0.01±0.03

0.09±0.02 0.16±0.04 0.04±0.03

0.09±0.02 0.13士0.04 0.01±0.03

0.09±0.02 0.14±0.03 -0.01±0.03

0.11±0.01 0.17±0.03 0.03士0.04

0.06士0.02 0.17±0.04 0.02±0.03

3.5Km 0.09±0.01 0.12王0.03 0.02±0.03

G(勃漂㌘)
0.14±0.03 0.15±0.03

0.12三0.03

Ⅰ(絹亨z㌘)
0.14±0.03 0.04±0.02

0.09±0.01 0.12±0.03 0.OZ土0.03

0.1史0.04 0.0二亡0.03

0.08±0.02 0.14三0.03 0.01三0.03

0.12±0.03 0.16±0.03 0.03±0.03

0.1;±0.02 0.14±0.03

0.12±0.02 0.0工=0

0.07±0.02 0.14±0.03 0.02±0.03

0.023 0.016

衷2漣庭土ヰの人工放射牡鹿健老友
137cs 106Ru

A(久恵許)
4.フ±1.3 ユ=3.2

4.1±1.2 39.4±3.7 10.8±2.8

A3(帝禁㌘)
1.嘘1.3 20.9±2.8 9.吐316
2.3±1.1 20.6±2.9 9.吐2.9

A4し亀禁㌘)
ー0.2±1.0 15.6±3.9

12.9±3.1

A5曹空禦)
9.0±1.5 23.9±4.1

3.6±1.2 9.5王3.0

G(個憶ぎ)
30.4士3.3 15.1王3.7

5.2±1.2 36.6士3.5 13.3±2.9

8.9土1.6

6.8±1.3

J(卵禦)
2.2±1.1 56.2土4.1 17.6三3.8

2.丑1.1

R(声戎盈)
2.た1.2

1.密1.0
1.ユ王1.1

0.6±0.9 18.3土2.7



哀j.ゑ麹.Y級簸ヤの人工叙射せ彪焙護良

恕緋色施凍波及 (pC土/

57.5.6 5.5±0.5 0.3±0.2 0.6±0.4

57.5.11 5.5±0.5 0.7±0.2 0.4±0.4

57.10.13 4.上土0.5
ー0.2土0.2 0.9士0.6

57.12.7 3.8±0.5 0.3士0.2 0.3±0.4

57.6.7 14.0±0.6 0.6±0.2 0.0士0.4

57.6.16 15∴吐0.7 0.2土0.2 -0.ユ±0.4

57.7.7 14.1±0.7 0.1±0.2 0.1三0.3

57. 5.27 11.6±0.7 0.5±0.2 0.0土0.3

57.6.21 9.上土0.6 0.6±0.2 ー0.0±0.4

57.6. 7 4.9±0.4 0.2±0.2
ー0.三三0.3

57.10.13 5.1±0.5 0.0土0.2 -0.1±0.3

57.11.9 5.1±0.5 0.1±0.2 0.3王0.3

57.12.16 4.d:0.4 0.2:知.2 0.6±0.6

57. 6.7 6.9±0.5 0.2王0.2 ー0.3±0.3

57.6.16 9.王±0.6 0.4王0.2 ー0.2士0.4

57.7. 7 7.5±0.5 0.1知.2 0.巳ヒ0.3

57.8.4 9.∝‡0.6 0.1±伊.3
l

57.11.9 3.8三0.5 0.4±0.2 0.4=b.4

57.11.15 2.5±0.4 0.4士0.2 0.0:b.4

タフ 57.12.7 2.5土0.3 0.4土0.2 0.6土0.4



麦4.項麹ヰの人工東鶉畦液旅濾泉

57.8.17 2.7土0.4 0.3±0.2 2.2‡0.5

5･7.8.17 1.7±0.3 0.1±0.2 3.2±0.3

57.8.17 1.5土0.3 0.9三0.2 2.上土0.3

57.8.19 1.7±0.3 0.2三0.2 1.7±0.3

57.11.18 1.2土0.4 0.6三0.2 2.3三0.4

57.12.16 2.4亡0.4 0.1三0.2 1.7土0.7

58.1.14 1.1土0.3 0.1±0.2 0.7±0.3

57.6.7 1.4tO.3 0.8tO.2 0.7さ0.4

57.6.8 1.8土0.3 1.1土0.2 0.9±0.4

57.7.23 2.5と0.5 0.7土0.2 1.0±0.3

57.8.11 2.4土0.4 0･J4±0.2 1.0±0.4

57.8.24 1.9±0.3 0.0±0.2 1.2土0.4

57.6. 7 1.7±0.4 0.1±0.3 46.9土1.7

57.6.8 2.6±0.5 2.5土0.4 32.9士2.0

57.7.23 2.2±0.4 0.7土0.3 24.5±1.7

57.8.11 2.1±0.4● 0.2土0.1 24.1王1.4

57.8.24 2.3±0.4 0.2王0.3 26.7±1.9

患ヒ.通夜ヰの人工淑劇咤政権渡乳

鰻温風(pC土/
卑 司 臼

57.5.11 1.4±0.3 0.8士0.2 0.7士0.4

57.5.11 3.7士0.4 2.0王0.2 0.6土0.3

57.5.15 3.2±0.4 0.8±0.2 0.4士0.3

57.8.11 3.6土0.4 1.9土0.2 1.8土0.4

ゲ
57.8.14 4.3土0.4 1.9±0.2 2.2±0.5
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姜之旦夕飼育生物の放射性核種(Cs-137)年度別分析結果 pCi/生鞄

種 別
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Gめ 放射性廃棄物処分候補‖毎域の中,深層

の測流に関する調査研究

筑波大学生物科学系 高野健

京都大学理学部 今脇資

原環セン ター 清水茂行･倉

1 緒言

低レベル放射性固休廃棄物の海洋処分候補海域である

おける中.深層の測涜は,海洋環境調査の一環と して.

年度から昭和5 5年度まで理化学研究所が,昭和5 6年

子力環境整備センターが,継続して行っている｡

こ こでは,昭和5 7年度に実施した測涜調査の概要と

までに得られた記録に今年度の記録を加えて得られた1

間にわたる連続記録の解析結果を示す｡

2 調査研究の概要

(l) 測流調査

今年度は7月15 日から 2 2 日までの8 日間,東海大

丸二世によ り,前年度分の2本の係留線を回収し,新た

係留線を設置した｡その詳細を表1,2に,係留点の位

に示す｡係留線はいずれも中層係留経である｡例と して

表l. 回収した係官縫

鵬点名 位量 水濠 瀾書の凛さ 投鷹日 回収
(m) くm)

RB 30● 02.0'N 147● 09.0,E 6160 4980 1981年7月19日 1982年7
5000

RI 30● ol.7'N 146● 07.5'E 6090 5000 198)年7月20日 1982年7

表2. 投鷹した係留縫

測点名 位覆 水凛 群書の浸き 段丘日 回収【
(m) (m) (予定)

RB 30● 02.1'N 1470 09.0'E 6260 4980 1982年7月18日 1983
5000

RI 30● 02.8'N 146●07.9,E 6070 5000 1982年7月19日 1983

RJ 30●02.1'N 1480 64.0,E 6260 5000 1982年7月20日 1983



設置した係留線の概略を図2 に

示す｡使用 し た流速計はアー ン

デラ流速計であ る｡

く 2) 租測結果

この調査研究の目的は,低周

波流速変動の実体を明 らかにす

る こ とにあるので,得られた流

速記録(1時間おきに流向,流

速.水温の値が記録されてい る

｡)から.1日平均値を求める
こ と によ って.潮流や慣性振動

涜などの短周期の涜速変動を除

去 し た｡結果を図3 に示す｡

R B点の深さ 4 9 8 0mに設

置 し た流速計は.故障のため最

初の10 0 日間しか働かなかっ

た｡こ の地点のこの深さに 2 0

nlの間隔をおいて
2 台の流速計

を設置し たのは.確実に記録を

と っ て,この地点で続いてい る

3年間の連続記録を 4年間に延

ばすためであ っ た｡

囲3 に示された1日平均流速

の時間変化は.数10 日 から1

0 0 日の周期をもつ,いわゆる

中規模渦の存在をはっ き り 示し

表3 に示す｡

RI RJRB

● ● ●

1ム5●E 1ム丁

図1 係留点の位置

図2 係留線概念図

ている｡1日平均流速の統計量を

表3.1日平均流速の統計士

舶名
驚,讐, て｡m/sア(｡諾甥 u'2(ニ:㌢めK∈(㍍㍍

RB 5000 362 -0.1 0.9 0.5 9.1 9.7 9.4
-3.1

RI 5000 360
-0.3

2.5 3.1 8.4 18.3 13.4 l.7

u.Ⅴは流速の棄向さ及び北向き成分,-は期間全体にわたる平均頓,'はそれからのずれく低周波流速変
動成分)を示す.KMは平均涜の運動エネルギー,KE は低周波流速変動の運動エネルギーを表わす｡



R B点では平均流が弱く,流速変動の棄西成分と南北成分

さが同程度であるのに対して,RI点でははっ き り した北

平均流があ り,流速変動の南北成分の大きさは東西成分¢

2倍程度も大きい｡(これらの傾向は前年度の観測,すね

9 8 0年8月から19 81年7月の観測結果でもはっき り

れる｡) このことば,平均涜や低周波運動の涜速場が,

狭い範囲でかな り変化している こ とを示している(R B應

点と は東西に約10 0 k
mしか離れていない〉｡

(3) 経年記録の解析

R B点の探さ 5 0 0 0mで今回得られた記録を,これま

られている記録につなぎ,約4年間にわたる流速の連続言i

て示すと図4のよ う になる｡この1日平均涜速の記録を僧

波数スペクト ルを求めると囲5の様になる｡ただし,こわ

速の東西成分と南北成分に闇するエネルギー密度を加え尤
動エネルギーに関するスペクト ルであ り,各成分のエネノl

度は,F F T法によ ってエネルギー密度を求めた後,そわ

11個の平均をと って1つの推定値と
したものである｡ま

定エネルギー密度が代表している周波数帯の幅を,階段任

し てあ る｡

固から明らかなよ うに,周期に換算して6 2 日から12

相当する周波数帯にスペクト ル･ピークが認められる｡凄

めに,図中に(周波数)~3 の勾配を示した｡周期100日

0 日のあた り については,エネルギー密度はこの勾配で瀕

いる よ う に見える｡

3 結語

この様に,この海域の深層の流速噂では,中規模渦が卓

いる｡しかし,それが物質の拡散に対してどの様な働きを

るかについてはまだ明らかにされていない｡中規模渦に二

統計的に意味のある結果を得るためには,数年間にわた葛

続記録が必要であ り,今後も測涜を継続し資料を蓄横し為

ならない｡また,渦の力学を明らかにするための観凛町も通

る｡これらによ って得られた知識は,数値モデルの改良に

ら れ る｡
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旬d 沖縄におけるバックグラウンド調査

(財)日 本分析セ ン タ ー

坂東昭次･樋口英雄･高野直人･森本隆夫･池内嘉

1.緒 昌

沖縄におけるバックグラウンド調査(科学技術庁放射能調査委託)と

49年､50年､51年､52年､53年､54年､55年､56年にこ

続き昭和57年11月､沖縄県那覇港および漫湖､久茂地川で採取したi

土および海産物について60co､65zn､1"cs､1=ceの分析を行ったので､そ一

果を報告する｡

2.分析試料

昭和57年11月16日､科学技術庁､沖縄県公害衛生研究所および

11管区海上保安本部の協力を得て､那覇港において海底土15試料を

し､また11月8-12日漫湖および久茂地川で採取された海産生物(

ピア､ポラ､カニ､オキレジミ)を入手した｡海底土の採取地点は前年

同じである(図1)｡

3･分析方法

採取した試料は､それぞれ前処理操作を行ったのち､ゲルマニウム半

検出器を用いて60co､=zへ…cs､1=ceのr線分光分析を行い､ざらに海底

ついては…coの放射化学分析を行った｡



4.結 果

海底土および海産生物のr線分光分析の結果および60coの放射化学分析

結果を表1､2に示す｡海底土のr線分光分析の結果は昨年度と比較して

144ceの濃度が著しく低下している他､特に差異は認められなかった｡

また､60coの放射化学分析の結果､第13測点以外は検出されなかった｡

なお､第13測点の試料について､保存試料を再分取してr線分光分析

行なった結果は20±12PCi/座g乾土であった｡この差は､過去に調査

た海底土(昭和50､52年)に見られた試料と同様試料中での偏在によ

ものと考えられる｡

表-1 海底土の核種分析結果 (pCi/kg乾土)

分析方法 r 線 分 光 分 析 放射化学分木
137
cs

144 ce

1測点

2測点

3測点

4測点

5測点

6測点

7測点

8測点

9測点

10測点

11測点

12測点

13測点

14測点

15測点

米米

米米

米米

米米

米米

米米

米米

米米

米米

米米

米米

米米

米米

米米

米米

米 米

米 米

120士21

180±22

150±15

130±16

150±23

170±14

150±23

190±13

120±21

170±15

150土25

150±21

170±24

6±

米

米

米

米

米

米

米

米

米

米

米

米

0

米

米

51



表-2 海産生物の核種分析結果

(pci/kg生)

60co 65zin 137
cs

144
ce

テラ ピア 米米 米米 米米 米米

ポ ラ 米米 米米 44±1.0 米米

カ ニ 米米 米米 米米 米米

オキレジミ 米米 米米 1.1士0.27 米米

備考

分析結果の表示ほその結果がおのおのの分析目標値以上のもの､および放射能測定

いて計数値がその計数誤差の3倍を超えるものについて有効数字2桁でまとめて数記

それ以下のものはゲルマニクム半導休換出器によるr線分光分析については米米で､

化学分析の場合ほ米で示した｡誤差は計数誤差のみを示した｡

○海底土

図1･海底土の採取地点



ⅠⅠⅠ食品および人に関する調査研究

(被ばく評価に係るものを含む)
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Tablel.90sr concentrationinHutnanBone

Age I)istrict Month of Sex Number of Name of

(y) Death sample Bone
pci90sr/gc
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l

l

l

l

l

l
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0

0

0

0

0
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8

9

3
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0

0

0

0

0

1

2

7

0

1

2

2
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3
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‖
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‖
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F

M
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* Containing other bones (To be continued)
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Tablel.(Continued)

Age District Month of Sex Number of Name of

(y) Dea亡h Sample Bone
pci90sr/gc
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(45)家畜の骨中90sr濃度の調査(1982年度)

農林水産省 家畜衛生試験場 北海道支場

岩田神之介 小原嘉昭 相良登代子

1 緒言

放射性降下物質による家畜飼育環境の放射能汚染をヽ家畜の骨中90sr凛

推移から､1957年度より調査している｡これまでの分析結果では､家畜¢

90sr濃度はヽ放射性物質の降下量を比較的よく反映してヽ1965年前後を刀

して､その後は次第に減少している｡しかし､その長い物理学的半減期j

トロソチュウム自体の難代謝性のために､現在もなお汚染レベルにある｡

推移をさらに継続して調査するためにヽ前年度と同様に家畜の骨中90sr弓

したので､その結果を報告する｡

2 調査研究の概要

(l) 材料と方法

分析試料は､1982年1月から丁月までに､北海道内の各地から採司

馬18例と牛12例の腕前中指骨である｡分析方法は､試料を乾式灰化l

､ジー(2･エチルへキシル)-リソ酸による90Yの溶媒抽出法に｣

(2) 分析結果

馬の骨の分析結果は､表1に示すように､19･45±12･69pCi/g･

､前年度の平均値の18.2 pCi/g.Caよりわずかに高い｡

牛の骨の分析結果も､表2に示すように､10･64±6･81pCi/g･C

前年度の平均値の 9･2pCi/g.Ca よりわずかに高い｡

骨中放射性物質濃度の推移を図1に示す｡

‡ 結果

骨中の放射性物質汚染は､1965年を頂点として以降､次第に減少してレ

､現在の環境条件が保持されるとすれば､汚染物質降下以前ゐ数値に回召

.のは1990年以後と予想される｡



表1馬の分析結果(18例)

月齢 PCi/g.Ca
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3.9+0.55

14.2+0.94
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7.4+0.67

54.9+1.90

25.1+1.20

19.6+1.07

全体平均 19.45+12.686

図1骨中90srの年次的推移
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表2 牛の分析結果(12例

月齢 PCi/g.Ca
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Ⅳ分析法､測定法等に関する研究
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ねめ TLDによさ環境積算額量り判定
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(4少､環境放射線解析に関する基礎的研究

理化学研究所

*岡野真治 出雲光一 加藤〕

熊谷秀和 西田雅美 浜田こ

1. 緒 言

環境放射線は大別すると環境に存在する放射性物質に起因するγ線､宇盲

分である荷電粒子ならびに中性子に分けられ､本研究においてもこれを分矧

を行っている｡すでにγ線は球型NaI(Tl)シンチレーションスベタトロノ

らびにゲルマニウム半導体検出器によりエネルギースペクトルの測定､日揮

線量評価が行なわれ､原因別の解析も可能となった(文1)｡またこのスベタ

では､高エネルギー(3h4e＼･了 またほ10MeV以上)の吸収エネルギーから字･

度､線量評価に必要な内容が得られる｡特に電離箱との比較では10MeVJ;

値が良い相関が得られた(文2)｡すでにこれらの測定に必要なスベタトロノ

搬式のスペクトルレコーダとして開発きれ市販されている(文3)｡

きらに†線スペクトロメータほ一般環境ばかりか水中､海底における直磨

きる装置の開発が行なわれ､現場の測定がなされた｡

現在､研究の主力は､環境中性子の測定､中性子の環境におけるふるまし

測定器の開発､関連基礎研究で､このため野外で利用できる計数管(BF｡

人)や液体シンナレーダを用いたスベタトロメータの開発､利用を行ってい

環境における中性子のふるまいについての研究を行っている｡

_乙1-岬過重準星旦墜雲
上⊥ユ_還壁旦埋ま塑遡遷

計数管による環境中性子の測定は3He計数管､=BF3計数管を用いてい

3tleはト･'Btご｡に比して熱中性子の断面積が大(約50%増)で､さらに10B

て加住封入ができ､同一寸法のものにおいて10倍程度高い検出効率がえら

らに～h･4e＼･'程度の中性子エネルギースペクトルの測定が可能であるが､速1

這に際してほ3Heの断面積は1バーン程度と低いため低レベル測定には必ず

な検出器とはいえない｡現在3He中性子計数管は､可搬式のスペクトルレコ

合せ､モデレ一夕(ポリエチレン)の併用を含め､環境中性子の測定に利用し

一方､液体シンチレータ(NE213)を用いた n､γ分離方式のスベタトロメ

扱高分布と波形の立上りを二次元に収録するスベタトロメータのポータブ八

められている｡

1虹旦ゴ｣しし竺土二旦空旦塁



(TI)シンチレータ､半導体検出器､3Ile計数管に利用きれている｡一方複数1

ベタトロメータと複数個の検出器などからの計数情報を同時に記録する方式ij

による宇宙線測定に利用されており(文4)､これを用いることにより計数情朝

個の計数管の同時測定)とスペクトル測定の同時測定が可能で､測定位置､環j

庄など)などの同時記録を可能とした｡すでに球型NaI(Tl)シンナレーショ

クトロメータと気圧情報の同時収録は､高度変化が大きい東北､上越新幹線拝

射線測定に用いた(文5)｡この方式は水中､海底における測定の際､水深のl芦

に利用した｡

(3)今期における測定実

今期これら測定系によっていくっかの測定が実施きれた｡

イ.宇宙線中性子成分の測定
こ=二=一=====:∵=-こ===こ=｢=_==二=====:======_-｢
宇宙線中性子の測定は測定を行う環境条件､中惟子強度の考慮から主として

測所(東大所属)において行なっている｡測定は主に3He計数管(9.5気圧､直径

良さ1Sin.)を用い､波高スペクトルを測定する一方､ポリエチレンモデレーク

(厚さ1.5cm,3.5cm,8cm)の組合せを採用した｡この細長い計数管は中性子の方樟

性を知る上にも役立っものである｡測定ほ積雪期(3月)､夏期を選らぴ､雪(水

の影響をしらべた｡

現時点で得られた知見としては

1.熱中性子の強度は屋外に比して屋内では約2倍弱増加する｡

2.モデレータによる測定で宇宙線中性子エネルギーは =5=Cfに比して若干

均エネルギーを示す｡また屋内は屋外に比して低いエネルギー側にシフト

3.雪上(水約2m相当)の値は土壌の値に比して的15%低い値であった｡

4.乗鞍観測所の屋外(2770m)における線量寧値は的1〟rem..･■Ⅰ-r とみつもら

面高度(理研)の値の約8倍である｡

5.宇宙線中性子特に熱中性子の方向分布特性に測定上有意な差はみられて1

ロ.環境における中性子のふるまい
~~~■~~■~･ -･･･

･
-
･

･-･-･~- ▼ _ ______一■_
環境における中性子のふるまいは環境物質との散乱､吸収により複雑である｡

イタロトロンの重陽子加速に際し､施設周辺の中性子測定を上記スベタトロメ･

行なった｡今回クレーンに測定器をつりさげ垂直分布の測定を行なった｡施設カ

の点における高度(30m)変化はこの間に建築物(リニアック棟)があるにもかこ

ず大きな変化は認められなかった｡中性子の地表面の散乱減速については =与=.

と測定器をクレーンにつりきげスペクトル測定を行なった｡地表の影響は5m

んど無視できることが知れた｡

ハ･NaI(Tl)球形シンチレーションスペクトロメータによる測定
･~~~ ･ ･- ■____. - ____



海底に入れ測定できる装､置を開発した｡これは直径38em(●検出部17em),董

の耐圧容器(重量約80kg)が主体で､この中に検出体とスペクトルレコーダ

深200mまで入れて測定できるものである｡この容器内には直径5in.まで

シンテレータを入れることができ､披高分布をデジタル化するインタ7ェ一

計が内蔵される｡データ記録は上部の小室に収めたテープレコーダによって

るが､一方ケーブル(4芯の信号ケーブルと1屯の引張り強度をもっワイヤづ

一体)で船上でも同時記録が可能である｡さらに将来ゲルマニウム半導体検占

にも考慮がはらわれている

今回福井県､日本原子力発電KKの協力により､この装置の実地試験を浦磨

い初期の目的を達した｡すなわちスペクトルから海底中のコ′ヾルト60の濃度

行われ､0.1pCi./-g程度の検出能力のあることが判明した｡このような直井8

の必要がなく､広い範囲の放射能分布を迅速に測定することができので今後

期待される｡

球形シンチレーションスベタトロメータは今期においても基礎資料の収j

れており､特に宇宙線成分をきめる 3HeV以上の吸収エネルギースペクトル

主眼をおき測定が行われた｡すでに3MeV以上と10MeV以上の計数比N｡/′

れているが(文6)､宇宙線強度をきめている3MeV以上の計数については横

2m)海水による吸収が実測きれた｡水による吸収は水深約2mで約1/■2とな

るやかな減少がみられ約30mでり10の値となる｡

3. 結 語

今回ほ主として環境放射線に含まれる中性子成分のふるまいをしらべる一

線中性子成分の環境における変動を中心に測定が行なわれた｡熱中性子につ

に環境の行動について未知な点が多く､今後とも地表附近の強度､水分､構

響など未解決の問題に取り組む必要がある｡

NaI(Tl)､ゲルマニウム半導体検出器を用いたスベタトロメータは今後

放射線測定の強力な測定手段で､測定に役立っ基礎資料の整備は重要である.

(文1)OK^NO･M･et
al:NaturalRadiation Environme11t‖Ⅰ,Symposiub Series D

51(CONF-780422),896(1粥0)

(文2)岡野真治他:昭和57年虎夫気球シンポジウム報告(宇宙科学研究所),114(19

(文3)熊谷秀机岡野真治:理研報告,璽,1(1982);アロカ株式会社川｡d｡1JS臣101

(文4)蕪谷秀和他:昭和51年虎夫気球シンポジウム報告(宇宙科学研究所),13(197

(文5)岡野真治:Isotope Neus,1982年11月号,P.3(1982);1983年3月号,P.23(1983)

(文6)岡野真治:理研シンポジウム講演集¶オゾン層の物理･化学-,p.14(1983年3f
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貴大げ構内芝地て-の測定調製

?メり一lこよる硬膏評価浅の
シンナレ｢シヲンス
更に辰検公器lて守

3 寓薔
スペフ

度
乞
は

lコ/仏工

藍霹芸夏′詣警過去膵£髪貌
らニヒセヾ尤孝マ､･ある｡

去三≡
互工L薮測度£君徹しJプらt▼て誘郎､卸

鼻1Ge検出器の仕様

(1)製造会社

水声.プリンストン･ガンマ･テック杜

(■称P GT.P
rln■ t O n.N.J.U S^)

(2)形 式

イントリンシックゲルマニウム繰出霹(G o(In t))

(3)型 名

IG C - 2 0

(■)繕よ寸法

料理51.4mm.長さ42.8mm.ホ勅容積7■ml

(5)タライオスタサトの塑状

7.ら1 N P R型

(8)分靡能

FⅥ=はM l.7 7k o V(5.2 ら c h)

FWTM【+3.3 5k ●Ⅴ(9.91¢ h)

(7)ビータコンプト
ン比

52.■

ビータ高 118 8ヰ

コンプト ン平均 2 2 7

(8)相対劫串 19.7%

ビー タカウ ント 6 7 0 3 0

バックグラウ ンド 2 2 2
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Ⅴ都道府県の放射能調査



(5知北海道における放射能調査

北海道立衛生研究所

福田一義 安藤芳明 輿井宅

1. 緒 言

前年に ひき続き､ 科学技術庁委託に よる昭和57 年度分¢

に お け る放射能調査の概要を報告する｡

2. 調査 の 概要

(1) 調奄対象

雨 水･上水･淡水･海水･海底土･土壌･食 品等に二

全■ベー タ放射能を測定した｡牛乳についてはヨ ウ真一13

と､食品の一部をか口えててトロンチウムー90(90sr)及びヰ

ー137(137cs)の核種分析を実施した｡また､モニタリンク

及び シ ンチ レ ー シ ョ ンサーベ イ メ
ー

タ を用いて空間綜毒

定を 行な っ た｡

(2) 亨則定 方 法

全ベー タ放射能は科学技術庁編｢全ベー タ放射能測元

昭和51年改訂版)､用Ⅰは同庁編｢放射性ヨウ素分析召

和52年改訂版)､90srは同庁編｢放射性ストロンチウム実

(昭和49年改訂版j､137cs は同庁編｢放射性セシウム実

(昭和51年改訂版)に それぞれ準拠した方法をも っ て預

っ 空間線量率は シ ンチ レ
ー

シ ョ ンサーベイ メータ に よる王

ニ タリ ングポスト に よ る連続測`定と に拠っ た｡

(3) 嘲定 装 置

G唱計数器:ア ロ カTDC-103(GM-2503A,GM-5004),

ア ロ カ TDC-1(GM-HLB-2501)

波 高 分 析器:コ ロ ナ 製505

低バ ック グ ラ ウ ンド放射能自 動予期定装置:ア ロ カ L8C-45二

原 子 吸 光分 光光 度計:日 立180-50

シ ン チ レ ー

シ ョ ンサー ベ イ メ
ー

タ:東芝SCS53101B,

7 月 よ り ア ロ カ TCS-

モ ニ タリ ン グポ ス ト:富 士通製PS-532

(4) 測定 結 果

イ. 雨水 中 の仝 ベ
ー

タ 訝∴園能

札幌市 に お･け る 雨水(定時採取毎及 び大型水盤 に

月毎)中の全ベー タ放射能測定結果を表1に示す｡

ロ. 各 種書式料 中 の 全 ベ ー

タ 放射能

各種試料中 の 仝ベ ー

タ 放射能測定結果を 一括 し て

っ･･ J占;-レ せて.-むゝ.曳 40v /(`p ヒ､← A.._ 上土.- 二二､ ユ_
､-
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以界
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r

r

S

S

O

O

19

9

の 2 箇所 よ り 採取 し た 試21

下 の 値 を 示 し た二 ∩ ち な み に
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て
は

い
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に
最

料
､

(音 更町-)pCi/l で あ っ た

及び137cs

及び137csの核秤分析結果を表3 に示す｡

せ て Ca及 び K 含有 量を 測定 し た｡

ホ. 空間;陳 量率

札幌市 に お け る モ ニ タリ ン グ ボ ス

サ
ー ベ イ メ

ー

タ に よ る 空間 線 量率 の

前者 は 連続潤定 に よ る 月 別 の 平均値

者 は 月 に
一

度測定 に よ る 月 別 の 値 を

表1 雨水中の全ベータ放射能

ト 及 び シ ン チ レ
ー

シ

測定 結 果を 図1に 示

及 び 最大値 と 最小 値

も っ て 表 わ し た ∩

年 月
測定 ※ ※ ※ ※

回数
降水量 最高値 最低値 平均値 降下量

mm pcl/ml mcl/加2

I82 4 12 132.5 0｡082
-0.018

0.019 1.74
5 7 28.0 0.178 0｡013 0.057 0.95

6 8 51.0 0.214 0.007
｡､)48

2.21

7 8 44.5 0.050
-0.009 し.〕22

0.51

8 5 47.5 0｡0勤 0.004 0.J24 0.19

9 9 133.0 0.128
-0.018

0｡028 1.10

10 9 137.5 0.078 0｡007 0.026 1.31

11 15 80.5 0.051 -0.025
0.017 0.75

12 16 74.0 0.069
-0.040

0.021 2.09

I83 1 16 68.5 0.053 0.004 0.0∠3 1.85

2 16 128.0 0.0∠畑 0.(カ4 0.U19 0.謳

3 14 72.0 0.0雅 一0.009 0.016 2.46

※ 大型水盤による1カ月毎 ※ ※ 6時間モ正値

表 2 各種試料中の全ベータ放射能

言式料･名 採取地 最高値 最低値

上水(源水)
上水(蛇口水)

う炎水

ジ毎水

う毎底土

土壌 0～ 5cm
〟 5～200m

牛乳(生産地)
〟

ほう

(消費地)

れん草
大根

精米(生産地)
〟 (消費地)

札幌市

稚内市

石狩君日石狩町

古宇君耶白村

札幌市
〟

//

石狩郡石狩町
〟

札幌市

石狩郡石狩町
浦河郡浦河町

2

2

1

1

1

1

1

4

2

1

1

1

1

1

1

1.7 0｡3

3.0 1.2

1.44

1.24

●

-

●

●

●

1
2
8
1
4

1

l

●

●

●

●

●

●

○

●

2
1
1
6
2
0
0
2
3

931

1

●

●

l

l

0
1
1
7
3
6
5
5
5
3
諏
1
9
2
5
4
4
9
2
8
3
1
5
4
8



表 3 食品中の核種分析

採取地
卯s

r

甚1戌g pcl元･℃a ‡ぢ1.虎g 甚1ノ虐-

石狩郡石狩町生1辰

厚田郡厚田村

目梨郡羅臼町

三笠市

瀬棚郡瀬棚町

標津郡中標津町

厚岸郡浜中町茶内

古宇邪泊ヰ寸

0.64

1.79

0.72

0.71

0.73

0.74

0.73

0.75

3.21

12.4 65.4

10.4 20｡7

2.8 2.4

5.7 5.4

2.9 2.6

2.6 2.3

5.7 5.8

3.9 3.6

1.9 0.!強

1｡1 0｡4

1.2 0.1

1.9 1.3

7.2 4.5

2.4 1.6

4.2 2.9

28.7 17.5

16.2 10.6

6.4 0.8

4- 5 6 7 8 9 1011121 2 3

I83
I82

(jヰモニタリングポスト(c画,《-X-サーベイメータ(揮/

3. 結語

本年度の調査結果において､牛乳中の90sr と137csの測

前 と 同 様な 地域差を 認 め た が､特 に 異 常値 は 出 現 せ す 昨

な か っ



(54)清泉県巨おける放射能朝査

青森県公音調杏卓務舛
紛田尭隆.嶋田放介竺 三上
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(5威 秋田県における放射能訴査

秋田県衛生科学研究所

勝又貞一 武藤倫子

横手永之助 湯沢幸子

1. 諸 昌

昭和57年度(57.4～58.5)に実施した放射能測定調査の概要を述べる0

2. 萬査の概要

(1)訴査対象

雨水､上水､淡水､土壌､農畜産物､空間線量

(2)測定方法

試料の調整および測定は､科学技術庁編｢放射能粛査委託計画書(昭

｢全ベータ放射能測定法(昭和51一年)｣､｢放射性ストロンチウム分析

52年)｣､｢NaI(Tヱ)シンチレーションスペクトロメータ機器分析

49年)｣等に準じた｡

(5)測定装置

低バックグラウンド自動測定装置‥AI｣OKA IBC-451､波高分売

505型､シンチレーショ ンサーベイメータ:AI｣OEA TDS-121C､

ングポスト:富士通PS-552

(4)測定結果

イ.定時採水による雨水の全ベータ放射能を表1､各種試料中の全べ-

を表2に示す｡雨水についてはスプリングピークは観察されなかった

の降下量がやや多くなっている｡なお､土壌の全ベータ放射能は今回

法に変更したため､前回よりかなり高い値となった｡

｡.各種試料中の†聖托sを表5に示す｡
へ 牛乳(原乳)中のほ11を衰4に示す0

.モニタリングポストによる通年連続の空間綜皇を図1に示す｡
5. 結 語

全般に各試料とも異常値は観測されず､前年同様低レベルであった｡



表1雨水全β放射能の月別経過

測定回数 最高値

〆iノ血l

最低値

PCi舟l

平均値

PC≒パnJ

降下量

mci/k㌔
1

0

8

8

8

0

8
.
〇

9

4

5

5

1

1

1

1

1

1

1

1

1dd｡7

204.8

11●5.5

115｡4

120｡8

1占1｡4

110｡8

1d2.5

204亡 占

105亡 5

70.7

97.2

0｡08

0｡0占

0.05

0.05

0｡05

0.Od

O｡05

0.11

1.40

0.1d

l.19

0｡05

0｡05

0.05

0｡01

0｡01

0.01

0｡02

0｡02

0.05

0｡11

0⊂ 05

0〔15

0.05

(測定値はd時間更正値)

表2 各種試料中の全β放射能

試料名 採取地 採取年月日 放射能強度

牛乳(原乳) 秋田市
n

昭57｡8･2占 1｡21±0｡05甚沼&
58｡1｡15 1亡20±0.05･･

lキャベツ
n
円

′l 57810｡27 1･94±0｡07pC机沌
ダイ コ ン 一′ 57¢10｡27 1.00±0｡04 一,

至精 米
円

′l 57｡10｡15 0｡49土0｡02 ..

コ イ
●l 57.7.20 1｡85±0｡12 ..

｢~~~~ハタハタ
円 男鹿高 57｡12｡1d 2｡1d±0.11 〟

日常食 秋田市 57｡d｡12 0｡77±0.04 ～

57｡11｡1d O｡88±0｡04 ･.

淡 水 Il 57e7亡20 0｡占4土0.44pCiカ
上 水

●J

57.10e18 0 ′一

(蛇口水) 57｡12｡占 Oe29±0｡4d ～

河辺町土壌(0′〉5)

(5{-20)

5787｡2017458土124｡7mCれ㌔
57.7｡20 55占5｡2±249｡5･′



表5 各種試料の核種分析

採取地 採取年月日 測 定 結 果

牛乳(原乳) 秋田市 57.8.2占

58.1.15

2.7±0.9pCi〃

4.5±0.7
･･

5.7±0.4pCiカ

1.占±0.4..

キャベツ 57.10.27 25.59±1.88甚凍結 0.27±0.25
ダイコン 57.10.27

精 米

10.70±1.55 ～ 0.57±0.25

57.10.15 0.24±0.58 〝 d.59±0.dO ●

57.7.20 1.12±0.07pC拘紛 1.05±0.07pCiカ勒
男鹿市 57.12.1占 0.05±0.02 ･, 0.20±0.02

秋田市 57.d.12

57.11.1d

5.占1±0.80拒ん8

4.d9±1.22 ～

12･57±0･98甚祓旧
封.29±1.90 .

土壌(0-5cm)

(5-20血

河辺町 57.7.20

57.7.20

1.5.5±0夕m亡鍾㌔

40.4±2.2 ･.

52.1±5.1m脇
104.7±0.2 ..

表4 牛乳(原乳)中のほlI
単位:PC庚

[蒜年月日57.4.21 57.d.2d 57.8.2占 57.10.28 57.12.21 58.5.5

L照射能強度70±2.5 ND N∵D NI) NI) NI)

(秋田市)

｢■1J
CPS

15

10

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

サーベイメータ

4 5 d 7 8

S57

9 10 11 12 1

S58

図1｡モニタリングポストとサーベイメータによる空間繚量

2 5



(5¢山形具における放射能調査

山朋県腐生新羅所

詮条呑舟､･局呵

1鰯吉

昭如∫7年4月がら∫∂キヨ月までtの期間に突薇した科学放碗

春先による山形具におけるあ新鶴調査について教書する｡

2.調査の僻

(1)書簡査二村象

雨水ちり､上火､土壌､8草食､農畜産物Åげ遺産鼠貝蓬

β放射能ならびにサーベイ〆一夕及び､モニタリンデポスト･こ

空間線量をご則足した.

(Z)測度方法

試料承服､前処理､全β放射能及び空間線量のプ則えIよ､新

鹿斤魂｢全β放射能剰え議(8緑ロ∫ノヰ且改訂)｣およが●昭和J`

改射能呑艶計血書によ,た.

(3)測え泉居

み線試料の全β放射能の測え･よ今M計数浪置(AIok&｢

103型)を伐爾した｡また空間線量の5創見はシンヰレーシ/ヨン

ヾイメータ(Al｡kA･TDS ほt型)Åび-モニタリンデポスト(

MS尺一尺JZ-1砧0型_)を横網した.

(4)調査鮨泉

南7kちり全β敢!拘能についてはえ晴嵐水_による降雨ごとの

鮨鼠と泉1に斤､した｡また各;綾歌料の全戸放射鑑三則え鹿鼠主

に示した｡さうに星間線量につし､ては友3に示した.

3 鹿藷



友1雨水ち′)の全β政財能

碑水星
(れ肌)

放射能濃度(P∝/爪↓)

最高値 最低値 平均値

tO4.0

10Z.O

t26.0

84.5

7ag

I4l.5

55.7

65.6

54.g

48.1

877

qア3

0.06
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0.OZ

O.03
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0.OA
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0.ロ4
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一0.OZ

_0.01

-0､01
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-0.01
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0.00

_0.01

_0.01

-0.06

-0.05

-0.OZ

0.01

0.OZ

O.01

-0.01

0.01

0.00

0.01

0.OZ

O.01

0.00
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0.OZ

1

0
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友Z 各種就料の全β放射能

試料名 軸地象 軸斗耶 貌射能魂良作吋

土塊∑ミニ左ニミ
57･7･27

57･7･Z7

ZO.4 9Gノ3乾⊥
I4き 〃

57･7･5

5き･l･拍

0.引P仁/3生
8.§0 〃

上水(ポカ水)
57･6･Zt

57･IZ･I3

OJO pG〟
4.57 〃

牛 ぎL.
5ア･き･沌

らg･2･暮4

ト2t p叫拝
I.ヱl ク

大 オ艮

ほう机ん皐
米.
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57･IO･帽

57･lZ･Z

l.招pG丞生
4.ア5 "

0.63 ゥ

,け〃､め

さざえ
過重帝

′′

57･占･7

57･7･5

3.富6p叫う生
3.g4 ル



友3 皇問屋泉量(山調市)

モニタリンゲホヤスト サーベ､イメータ

与 月
月 ㈲ (こPS)

ヰ月8 線量豹%J
最 高 最 イ匁 乎均

57･4 18.0 t2.0 13､20 ど7･4･7 765

5 t8.0 12.0 lち.40 5･10 q.13

6 I8.0 lZ.0 lち.36 占･7 8.77

7 l?.5 l乙5 13.4l 7･10 7gZ

き 15.0 I卜0 12.q5 旨.1『 ?.27

? I75 lZ.0 lう.16 ?･t7 745

10 lg.5 =.5 13.12 tO･25 8.占2

皿 ほ.0 =j Iう.12 一t･15 q･ll

t2 la5 =.5 13.25 ほ･14 §.7占

58･1 16.5 lt.0 lZ.$う 58･卜Z7 g.3g

2 175 10.0 lZ.47 Z･Z4 6･昏4

5 t6.0 =β 12.(= う･引 q.62



(57)喪賎県におけ∋馳能鯛鹿

亀城県原子力ヒン5-

l禁書度｡5偲さ､亀和57年皮｡宮城県頭軋た鯛揖
論駁射絶鍋奄の梅見を報告す∋｡
2 主局奄の概畢

(り雷栗?雪祭､上水､土塊､蛸食､
に､っぃて全β恕紆艶のi則定､牛乳(原
句一軒を巧り已｡きた､空間∬線の線量

濾
:
計

.
ひ
即
､

及
こ
画
､
し
-

喝
つ
月
産
に
毒
亀
-
生
農
乳
李

周年連続℃軋直し已｡

(2)i則電力法
全β衣:射配は斜昏泉術庁編｢全ぺ-β取射能凰定法｣
51年改訂牧)､131工は同庁絹｢一引工のNa工(丁且)げしマ棉

t呈P孟義之誌謡蒙諒蓋妄､(諾諸芸幣き星雲りた｡
(3)風見蔑牒
イ 舎β放射能

□l引工硬塵分利

′＼空間げンマ絶緑青牽
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一
丁
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軋
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工
牽
･
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ン

■

贅芸馨竜竺雷急造差違
の軋屯絶景圭示す｡
及び計数皆の創見結果阜

3漂印度の吾楓｡あけ∋顎射乾し仙､き､剛く.ち
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長一1雨水･ちりの全β祝家鳩邑(盲脚島こ輌与力亡こ

年居 吉繭
全行放;射乾(PCレ且) 月間降下阜

抑Ci傾く注〉
埼j
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? 8 10
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(6ゆ 埼玉県における放射能調査

埼玉県衛生研究所

中澤清明 川名孝雄 腰部

1.緒 言

前回にひき続き､埼玉県において昭和57年度に実施した放射能調査につい､

する｡

2.調査の概要

(1)調査の対象

定時雨水､雨水塵､上水､農畜産物､海水魚､土壌､空間線量｡

(2)試料の調整および分析測定法

科学技術庁編｢全ベータ放射能測定法(197d､改訂)｣､｢放射性セシウムタ

(197d､改訂)｣､｢~放射性ストロンチウム分析法(1974､改訂)｣､｢Ⅳa工

シンチレーションスペクトロメータ機器分析法(1974)｣に従った｡

(3)測定装置

GM計数装置:アロカTDC-105型､ローバツクダランドカンター‥アロカTI)C-4

波高分析器:日立505型､シンチレーションサーベイメータ:アロカTCS-121C型

(4)調査結果

イ 全ベータ測定結果

いずれの検体も期間中に異常値が認められなかったので省略する｡

ロ 核種分析測定結果

レ)大型水盤による1ケ月毎の雨水塵の分析結果は表1に示すとおりであ

何 一番茶､米などの食品の分析結果は表2に示すとおりである｡

←う その他の分析結果は異常値が認められなかったので省略する｡

ハ 空間繚量率測定ならびに別工の測定結果

川 空間線量率測定結果は表5に示すとおりである｡

何 度乳の剛工測定結果は全試料(d検体)検出限界以下であった｡

5.結 語

放射性降下物による放射能水準は前年度に比べて､米､牛乳､茶などの棚s

びにけ▼c
sについては特に高い値は認められなかった｡

なお､核種分析結果は､雨水塵が減少傾向(前年度の約22%)を示し､他･



表1 雨水塵の核樫分析

脚,>､10~}爪Ci/kぱ

___月_
4 5

_d

7 8 9 10 1112 1

降水量124_8217024dlO258415511415 2言

責;…;三三…;……_…二二…二二……
表2 食品の核群分析

種 類 採取地 摂取月日 灰分%

一

番 茶

生産地

生産地

生産地

入間市

入間市

所沢市

d.25

占.25

d.25

精 米

消費地

生産地

生産地

浦和市

本庄市

川島町

12.17

5. 9

5. 7

玄 米
生産地

生産地

本庄市

川島町

5. 9

5. 7

●1.20

1.45

ホーレン草 消費地 浦和市 12.17

大 根 消嚢地 浦和市 12.17

あ じ 消費地 浦和市 12.17

牛 乳
消費地

消費地

浦和市

浦和市

8.24

2.25

占.90a

701a

1.29b

l.50t)

日 常 食
浦和市

浦和市

d.28

12. 9

14.8C

15.5C

2.42d

5.00d

a単位‥ダ/g,b単位:pCi/g,C単位‥ダ/人･1日,d単位:ダ/人

表5 空間線量率
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(Z)測定オ藷

(イ)食べ一タJ蚊射能:｢薮射能創見泉-1176｣科学攻術庁

千尋締乱暴によ?_た鵠(ロ)旅種一之早け薄＼
一hV

十一

年 ヽノLi′しe

倉‰嘉思惑諦象欝翳碧J歪要儲
5過し､ウランと水酸化アルミニウムに東北した後
ナlレで抽ぬし.ア′レカリ軸舟lヒ共に罷○℃で蝕し
き盈遁世盟ノ触蛍ぇえ長針で剥度した.
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伏】弔した.

いぃ律 ン

′社製茄譜巌鎧
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珊能書軌査
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り

泉 l∴扱種分村r縞果を表2
水は昨年に比べ低い値であ7

窟芋守くぎフてきたたわと熟あフた.
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(63)新規県lこおける放射能言同査

新潟県公曹析喪珂
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表l 雨水中の仝ベー9放射能

年 巧 R闇蜂水音
定時採水 大型水監

(mm) 嘩下草(M(ノk㌔) 噂下量(仰ぐノー㌔)
ちワ 4 82.8ワ 0.45q 0.I5

ち q5.52 0.50E 0.qヨ

6
t50.35

0.1q4 0.0?
7 lq3.砧 0.6Z6 ○

8 50.封 0.5ワ左 0.在7

田 ?8.35 0.5qO 0.35

10 ワ3.23 0.625 0.30

= lZ6.5∫ 0.6′うl ○

l之 lq5.I6 ト6ワ3 つ.3ワ

5e､ t IJ6.3? l.小舟 ○

之 16ワ.60 ト082 2.50

3 ワ3.3? 0.EO斗 0.=

総 計 仁うZ3.38 8.?0ワ ワ･2ワ

魂査地点;新潟県公曽研東殉屋上

煮ぇ 謬艶L､､んの仝ベー タ放射能

書式米千鳥 棟良地点 ;則定銭料較 最大値
くアぐi/mさ)

竜′t＼値 平均凰

(F⊂1んさ)(F亡～んさ)

渚≡歯じん 公曹石鴨上 Z皐 午､ち7 0､0ぎ J､中之



最3 各種試料中の合べ一9故射能

項 目 頒取年R8 碑取払熟 放射能1橡

上.
7ヒ

㌻7､占､チ

/之､Zヱ
公官研

2､`〈 土0､2t

/､ご謎土0､之

強 7k ∫7.//､9 鳥屋野薦 占､¢之土0､F

海 7K ∫7､7､jO

海一 海 上

新潟三色沖

∫ク､7､3β

0 ～ F cM

F
′､20CM

㌻7､7､之之

新潟尭坤 pC;ね盤上 J?､07土0､7

柏崎市

中田神木L
M〔i/h㌔
(†Cり3乾土)

/J30(J5､ら3土0､

ユム払(乱引土0

鹿 乳

∫7､∠､/占

∂､Z8

//･Zぐ

ぐぎ､ヱ､/与

竜呵町

市 販乳
タ7､旨､ヱ7

∫∂､ヱ､ル
新患申

市敗lまうれん ㌻7､占､ノム 新島市

市粗 大 棉 ∫ク､//､/ 新三島申

p(人/9岨

/､07土0.0

/､/7土0､0

/､り 土α0

ト/∫土0､0

/､/∂土0､0｢

ト/ム 土0､0

う､れF土0､0

/､20土0､0

市敗 績 米 身ク､/0､/占 新ラ鳥市

佳良叱埼 乳 ∫ク､/0､/g 巻 町 PLね乾
0､与ヱ土0､0

0､F3土0､0

日 韓 食
∫ク､ 占､ヱな

//､2∫
飽 いl甘l PG/さ鼠

0､7年土α0

0､り7土0､0

サ ザhェ ざク､ タ､/ワ 商｢.窄
ワ1J X ∫7､J､/7 覇 王畢
フ ナ J7､//､さ 鳥屋斡5島

㌻7､//､30

p(｣ね生

Zム専上α0

仕､/7士0､/

Z､87土0､0

3､/7土0､0



表4 皇簡繚骨牽

モ タリ ン ゲ､れ,スト* サー/ヾイ メ
ー

年･日 日

ム
ー
5
6
ワ
8
G
7

0
′

2

/

/

/

ヽ印 〃
丁
3
ノ
D
8
∂

7

只
)
ハ
レ
､
∠

1

ヽ

､

ヽ

､

1

1

､

∫
率
∋
タ

3ム

g
9
ハ
∂

2
っ
エ
2
｢
∠
フ
㌻
Z
っ
`
ヱ

Z

～/ぎ

2β､∫

2/､卒

～/､∠

∠
与
3
占
ム
J
ぇ
∠

評
か
れ
裁
許
衣
〟
〟

ヽ

C7

00

90

90

&

n仇

9U

臥

/

/

/

/

∂

-

′
8

00

0
＼
∠
ヨ

ぎ

q
ハ
q
ハ

民

臥

曾
と
J
富

/

′

′
-
′

-

1
-
′

--

∫7 4､Z/

ぐ､/0

ム､/J

?､ヱJ

旨､之与

?､ZZ

JO､27

JJ.2之

/之､仲

√∂､/､/中

之､Z3

3､28

仁
)
ま
よ

′か

と)

と小

人
レ
と
い
一
ム
▼
止
｢
ハ
T
よ

∠9､0
く最え)

ヱ∠､J

(最大)

=L∠

(乱心)

* 竜固査七軋点､

舶･譲1杏_土色息

上
ラ

屋ケ研研蜜
由
盲

公公
●

●′

●

､ノ ウ ンド



(64)石=具における放射能詣奄~

石jtt県衛生公害研究所

西川考南 口口醸奄哉 小森

1 詫 言

前号摩に引き簸き､昭和田弓優に棄壊し亡科学技術庁専

能葡査につ=て報告可る｡

2 諷査の概専

(I)鶉査苅象

諷零封象l昌泰時雨析､大型水盤にょる雨7Kちり､陸井(⊥

壌､嵩高産勃(積米､ほうれん草､大穂､卑官じ､海産物(つ乃

ザエ､フフラ潮､日常食､空向簸号である｡

提)ミ則定石三毛

葡査読料の揉靭､前ち町理鬼dミ則定蕎法一芸､科学哉術汚廟

9前節能測薙滝(昭和5周改罰)､敏郎､性∃つ養分祈乳(昭和

竜勺に毒づ11に｡

G)う則定機番

全ベー タ放射能 :ア[コ差上世トベ､ンつブラウニド白曹]領一l定
LBC-45て

放射性∃つ養分ブ折:/(イつロニ 訴xgNoI(T只)ノ検出覇:ハイ フ ロ ニ ミ中X3 Noユ(｢月j 償お毒

NAIG 瀬高命新巻Eシリー.

リード マ一つ皿データ払理帝ヰ

:アロカ 座xl"NQエ(T史)ミニケ｣ミ包ンサバ

:7[ユ乃 モニラリニうポスト
TC

空㈲疎音

3 ミ別売希異

名:樽盲缶奄対象哉科のづ則定席果は表t ′ 2名心､画一 に元

(l)雨水ちり

諷査勅勘(昭剤ユ即日4即日乃＼ら昭和∈殆旦3日､51巳)の虐時



っ た｡

α)至情滴無毒

モニ 9リニ,つ､ポストlこよる耳取平田盲一等立牽t毒､15.?CPS(各円

値15.0～16.らCPS)どぁっ､ヤー-ベイメーー9にょも五㈲平均線号

軋りR雄(6･5～8･qルR凍)と翫l｣､乎常値とあフた･

8)牛乳任=nβ′工

渦査観取むのヰ乳の′j′王滝度l逼､フ閂と?巨=こユIp⊂串摘心8.

互僚出したぶニ モの他のR一基フ検出限界以下ごあっ た｡

仏)その化東和の合八一9敏身可能

名東科の食べ一夕駁j打能濃度は､､l古軋も前日度と閏月量虔

常値l∂罷わられな却,た｡

表｣ 雨林､南井ちt｣中の食代-9説射阻

雨ブK(定時和
注 目 誠料敬 R和郎号

(↑n↑¶)

足場(仰Ci亮㌶ヂも
最高値 最低値 平円値

大聖水盤に∬

R店1軒下号

(仰⊂J〟)

昭和弼4日 124.0 0.2 4.?

lZ5.ら l.ら

I33.5 l.4

l14.5
■

3.2

2070 0.B

0.亀 - 0.0
J

0.う l.2

2.7 5.t

0.7 帽.7

2I5.0 5.う;0､0 17.ら



轟2 各奄試料の7紋軒帽巨ミ則定席果
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(6¢長野県lておける叔射鮭訝査

長野暴威軒主公乳甜官印
薩摩林尤 笹井春劇 牽骨
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fり南雲讐碧讐雨水.ちりば当研粕屋上lておいて紬し､
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(6の 静岡県における放射能調査

静岡県環境放射線監視センターー

植松甲之介 房家正博 息 明雄

尾択義昭 石渡達也 尾上 正

水野直寿

1 緒言
静岡県では,昭和36年度から科学技術庁委託放射能調査を,また,昭和47年度から浜岡

発電所周辺環境放射能調査を実施しているが,今回は昭和57年度におけるこれらの調査の概
報告する｡
2 調査研究の概要

(1)調査対象
7 科学技術庁委託放射能調査

定時雨水 浮遊塵,空間線量率,陸水,上水,農畜産物,海産生物なと､
イ 浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査
模算線量,空間線量率,降下軌 浮遊塵,陸水,海水,海底二L 農畜産軌 海産生軌

など

(2)測定方法
ア 横算線量
熱賛光線董計を用いて約3ヶ月間の積算線量を測定した｡

イ 空間線圭率

シンナレー･ションサーベイメー一夕による定期測定と2 こヒユタリング･ステ ション及び
トによる連続測定を行なった｡
り 全べ-一夕放射能錦査
測定法は科学技術庁｢全ベータ放射能測定法｣に準拠し,測定器はGMカウンタ を便

た｡ただし,浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査の浮遊塵については1週間連続採取し

のを,とりはずしてから3日後に測定を行なった｡
エ 核種分析鋼査
核種分析調査は5.Mn,∬Fe,bOco,qらZr,司;Nb,'コ'cs,及び7■▲ceに着目
機器分析[測定器

ランド型ガスフロ
Tl)検出器およ

L
夕
L
(
ン
(

eウ

e

G
カ
G

は

【
び

半導体検出器二 と,¶srし)化学分析こ測定器は低バノ
を行なった｡また,生乳中のt--jの定量 こ測定器はNa

半導体検出器]も行なった｡

(3)測定結果
7 科学技術庁委託放射能調査
表1には各種試料の全ベータ放射能を,哀2に雨水の放射能の月別推移を示したが,う

謝査では特異な傾向は見られなかった｡

表1各試料の全ベータ放射能(委託)
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表2 雨水の放射能の月別推移(委託)
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注)*印は｢検出されず｣(標準偏差の3倍以下)を示す｡

イ 浜岡原子力発電所周辺環境放射能綱査

衷3には,浜岡原子力発電所周辺の積算線室の測定結果を,表4には,浜岡町内2
ける空間線量率の月別推移を示した｡また,表5には,環境試料中の放射能測定結果
去5では,過去の核実験の影響がみられた他,特異な傾向はみられなかった｡

長3 浜岡原子力発電所周辺の積算線量(90日換算値)
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衷4 空間線量率の月別推移
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7.8丁7.87.97.87.87.87.9

注)モニタリング･ステーションによる軸定食である｡



表5 浜岡原子力発t所周辺の環境放射簾
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注)1,*印はt~検出されず｣(標準偏差の3倍以下)を示す｡
2,5◆伽,,⊆zr,調Fe,bQ(:0は,全試料とも｢換出されず｣である｡

3 結語
今回の柵査結果では,一部の環境試料から過去の核実験の影響と思われる放射能が検出され

が,それ以外の網査結果には特異な傾向はみられなかった｡



(6㊥ 愛知県における放射能#査

愛知県衛生研究所

大沼幸子､茶谷邦男､山田益男､青田

山田直媚､清水遺彦､青山 幹､浜村

l､緒言

昭和57年度に実施した科学技術庁委託による放射能■査､及び愛知県独

った放射能鋼査の結果を報告する｡

2､調査の概要

(l)調査対象

雨水(定時採取)､雨水･ちり(1か月毎)､降下じん(水盤法

逝じん､上水､海水､海底土､土壌､野菜､牛乳､魚貝藻類､日常食､垂

等､合計334件｡

(2)測定方法

試料の前処理及び全β放射能淵定は､科学技楕庁編｢放射能測定(19

｣､S r-90の分析は､岡編｢ストロンチウム90分析法J､C
s-1

分析は､同編｢セシウム137分析法｣に従って行った｡

(:り 測定器

A L OKA製 L B C-451

ALOKA製 TDC-103､P S-5B､GM-H5001

A LOKA製 TDC-501､SC-702､GM-2503B

Ai｣OKA製 TC S-121C

3､調査招集

(1)全β放射能

結果を表1に示し､その一部を図1に表わした｡この雨水･ちりによる

下量は､7.6 mCi/kIばであった｡

(2)垂間線量

結果は表2に示したごとくであるが､このうち12件については､名高

の定点で毎月測定したものであり､その最高懐 6.1〝R/h r､最低欄

〝R/h r､平均値.5.9 ■R/h rで変動係数は
3.9%であった｡

(3)S r-90､C s-137核種分析

結果を表3に示し､その一部を囲1に表わした｡この雨水･ちりによる



4､縮惑

いずれの湘査項目においても､前年度と比して､特に異常は認められなかった

また､I目上H:十年1月2:j(･2王)lj､ニヱノ;一7ヘノ8!=し､ソ連掠r･か徹埴｣スモ人

402本体の蕗卜及び原子炉部落Fに伴う緊急噂測定を行ったが､いずれも輿常

は認めらわなかった-,

国1雨水ちり(大型来観)による仝β､†≠､ほtぷ降下量の日間変動
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け1)兵庫県における放射能測定調査

兵庫県衛生研究所

磯村公郎 山本研三 寺西 清

/ 緒言

昭和∫7年皮科学技術庁委託による放射能測定調査の結果について報乍

2調査の概要

(1)調査対象

定時に採取した雨水､大型水盤による雨水ぐ ち少､じゃ口水､二

う､日常食､牛乳(生産地)､野菜(生産地)､米(生産地､章

魚(あじぐ生産地)､浮遊じん､空間線量率

(2)調査方法

試料の調製および測定方法は昭和∫/年度改訂科学技術庁編｢て

ク放射能測定法｣によった｡

(さ)測定器機

アロカLBC452ヽ 富士電機NHS710

J調査結果

定時に採取した雨水及び大型水盤による月間の雨水､ち少の全ベータ〕

測定結果を表/に示す｡最高0･03年pCi/ml最低OpCi/ml平±

∂･β(フクpCi/mlであった｡昭和∫占年度に比べて最高値､平均値と

低くなっている0低くなった理由は ∫占年春には∫･∫年/β月に行:

中国核実験の影響が認められたが ∫7年にはその影響がなくなった一

われる0各種食品､士じょう及びじゃ口水の全ベータ放射能測定結果

に示す0これらは例年と比べて大き夜変化は認められをかった｡浮遊

全ベータ放射能測定結果及び空間線量率測定結果を表Jヽ表ゲに示す.

らは前年とほぼ同じであった｡



表/ 雨水､雨水･ち少の全ベータ放射能

年 月 測定回数 月間降雨量 最高値 最低値 平均値

mm pci/ml pCi/ml pCi/ml
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0.005

1026 0.034 0 0.007

月間降下量は大型水盤による/カ月毎の値

マイナスの場合 ♂とした

表よ 各種食品､じゃ口水､土じェうの全ベータ

試 料

日常食

牛乳(生産地)

米(生産地)

〝(消費地)

ほうれん草(生産地)

だいこん(生産地)

じゃ口水

魚(あじ｡生産地)

土じょ う
､∂～∫

om

年 月 測定値

57. 6 0.88 pCりg
r
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r

14.7
pCりg
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(72)和 歌 山 県 に お け る 放 射 能 調 査

和歌山県衛生公害研究セ こ

内田 膠三 神木 照衣

1､緒 言

前年度 に引 き 続き 昭和 ∫ 7 年度科学技術庁委盲托に よ る 政男

定結果に つ い て報告 す る｡

2､葡 査 の 概 要

(/)調査対象

雨水､降下物､陸水(蛇口水)､日常食､土壌､各種食品(白菜､大根

米)の放射能の測定を行っ た｡今年度の測定回数は/j ∫ 回

た｡

(2)詞査方法

試料 の調製 お よ び測定方1法は 昭和 ∫/年度改訂科学技術

｢仝ベ ー タ ー 放射能測定法｣に従 っ た｡

(J)潤定器機

(イ)G M一計数装置:ア ロ.カ 社製L B C-452u型

(ロ)シ ン チ レ
ーシ

ョ ン サーベ イ メ ー タ
ー:ア

ロ カ社製T･

型

3､調査結果

結果を表l､表2､表3､に 示 し た｡測定結果は 全体的に 昨年よ

い 値を示 し た が､dヽア ジ(昨年0.2P Ci/生1g)と 空間線量率¢

各地 の平均値(昨年10.1u R/血r)が昨年よ り 高い債を示 した｡
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義一 3 各種試料中の･仝β放射能濃度測定結集

i 試 料 i採取地点l採取年月日i卓 也 l 放射t
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(73)鳥取具にみする放射鮭朝鹿

癖田風習敢為 せ所定打
牛彦･谷口.早

楓打正博･鮭崎イ変
心猥一番

L 鮪盲

前学友にかきつプき.昭和∫客年泉に常雄した放射絶額虐
専を吸告Tる.

え.鯛査研乳の親啓

土霊芝‡雷壷蒜蒜呈上木′牛乳′野菜′弟′日常食,細則`就粁の痛飲舟よゲ段灰透
科学晩節方稀｢食べー7放射衝剰え詫(略言す引年)｣′
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によ ろ盗節線号の≡剰ぇ(′デJり｣おj:が｢モニタリ ンク･ポ

lこふ有壁郁頗ヰの剰ぇ(/ア`Pj｣などによフ 仁｡
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表3.駄食品･エ象の放射能ゐげ塵間線圭

品 名 剰細収 熟l養.ノ値 単価 儒 者

A
上水
原 水. 12 ND～ 5.3 戸〟

〃

!蛇口水､ 2 NP～ え?

牛乳
生 乳 5 巨0～ l.I

PG鴻生
ク

ノ合･K
ク

声

永

射

鮭

市 乳 2 0.9.} t.l

野菜 ぽう九ん草
2 3.トー こ抽 ク ク

え 及 2 暮.7 ク ク

米 嫡 丼 之 0.ヲ ク ク

う軸虜さ 一手-● 2 之斗～ 2､? 〃 ク

8 尊■ ノ食 2 α7 ク ク

工破
∂～5C慎 2 ほ来∋ ■～151ヱ 仰α価 産額調度鶉

5～～○亡≠ 之 25押 ～かほ ケ 〃

歌種 牛乳
′訂Ⅰ 占 ND ′- さ.9 西鶴 凋媛扮和議
朋G ` 之之～ Za盲 ク ク
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(74)毒腺県lこか†る放射能鋼泉

島破棄衛生広者研東町

み肉画一,孝狩野乳酸♯阜一

書呵晴久 山本春希′有線孝一

1席盲

糊口∫7年艮lこ′あ棟動こか17乳施でれた劉ぎ液糖斤季馳の貌射飽調査及1

った原チカ発亀町周辺の確痩枚舶寵礪畳寄主あわせて′キの競阜電報沓する.

ユ 胡旦の斬

rl)絹宜対象

康子力破談同盟を室長ゝに,卵⊥,テき並じん,建水ノ源丸′乳畜産物ノ鹿吻′7

,痩土,海風上等の放射観官領鼻した.髪た′TLD′モニタリングガスト孝∫
空間線量盲圃奮レた.

(ユ)玖珂仇触&び剰え方戎

耕草薮析かてょる各鹿の攻射依刹凪マニュアル及び｢柵離腐査季乾新風者(

辛皮)に孝じて行フた｡

才た′ 珂t-た判定磯最は

泉1のtおりでtあろ.

(5)圃鼻緒泉の孝泉

イ.空間鰯量

鋼を結果のうち主

なものを泉ヱ.泉5,

寓1に床す｡年間殖

算線畢lま.県下合体-

で､Iま約錘～終れRで

あ･声が.康着席吐

泉1利恵推常残忍

判 定 区･オ 使 用 磯 各

劇水の一恥が庫土¢トトカウンター(萌7にはl"〆.建土tま

上盲む叫の拭封】'′〆.低ノヾ吋クグラウンドヱルカ､スフローカケ

トリ ケ ウヘ 偲バ､･-′アクラウシド義久ミニヰレー三ヨシカウンタ

千軋中一,とへ一甲NA工(〃)薇出各付仰｡`L波高岬蒙

上払出恒瀦 鮎(い)於弱鼓付仲里人魂届か材及

モクタわクー肘スト
p8M(0.り～jM●レJ同料付ユー/′ヱ
〆p8M百l諷なし!,'〆メl′′N久Ⅰ(TA

も≠タリン7●わ〆♪βM(ク･ク∫-きMeV)回路付j'ガスj'′N久1(丁
さ>ヰレーう曹ン

1トベイJ一夕 軒数車帥寸I′′〆スJ′′N久Ⅰ(V)如各

痛焉終章 艶ノしミネ･柁ンス樹〔糸下線戒最(凍)レ

地域lま約わー卵肌Rで･あ,た.またノモククツエア･ガスト線膏奉書g軋安､平

′%て･･あ,セ｡毛ニクソン=一′シンヰレーシ∂ンす一ベイを牟め組と
庸 一1言l爵庭の女声里7･･£､つ一た



ハ.感オか水

根を泉∫′ 泉Jド示す｡海水l康体dヾ席ユカ地盤へ影響tこ√りやで高=ト

A凍ぇ(ユ3∠P物)を庁･L声が:魂いいすれもフォー′レアウい｡ょさもりであ

棉･如さ祓瀕騙一班ヰ度に比べて大ざく如して､∫ろ｡
ヲ が常･

昭和∫7キ度の新鹿僻見7･■･了′前年友ド比べ7月闇雨水′嬉吻寄りフォー′Lアウ
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泉ヰ 環境武村中の鼻ベータ枝村鹿利之虎果 〔中火合)
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完慧若芽視軒風弘克史 フ転フ

j
⊥建言

山口県Kおりる環痩左･よか･･を品一

2易凝葵遽一指左する｡(j遷琶翳槌音.ちり･上ノk､-氷紙上･怒
ょか･モニタリングボス苧…晶妄誓妄禦一浩姜左:久｡(2ノ 玖村凍取 去武料の老切裂方よか･●御足
豆乳劉凍衷あよか･･孟切裂轟か､K測定け

ノ全べ一夕祓射青招促う
旨I判みJか･･日者か5占キ及敢射離神童､黍詑紆鬼畜に竿レ､･て行

り㌫裂豊蒼了｡カ胤ノエック紋射熊自動鵬賓芝川ト
ヽ

ン/
､/

′ケレーション
サ ーベイ

ニ アロカ T C5-I2Ir

(ヰチラ宗孟夏法妄デポスト:濠相見恩測定紙料の訝査結果乏泉/へ泉jに方､す｡

森吉裟研を
し1Lかちて

如何伶Kおい7 入ゑI劉1勾薇実妹JJ行ヶわれ甘

いす--れの訊料Kも破項羽旦碑て物KJる誘梁は
れ∵Jオった

友1 ､ノ

ー
■
一
′

l力y三毛 --ポストみょか･堅

キ 月
リ ンク ポスト rc

上 捲 下 値

〟
∠
J
∠
7
㌢
ゲ
ル
〃
〟

†-b5 ∠デ∂
ZF､ク

ヱ㌢ク

ブタ､♂

ノフ.ク

ノク､♂

ヱ㌢ク

Zア.∂
ノノ.ク

Zク.ク

～′ク

ヱ∂.ク

ヱ♂.ク

ヱク･♂

ヱ♂.♂

ヱ～.ク

フ/ク

Z/.ク

ヱノ､〃

ヱ～.ブ

/
ノ
ダ
g
身
ノ
/

′
ヱ
′
ヱ
ブ
エ
ゴ

∠
ノ
ニ
エ
フ
7
二
√

Z

/J.7タ

/ブ.訝ク

/ノ.Pタ

/ノ.∫々

/ノ.∠∂

/ノ･♂/

/J･7ク

/ノ･タブ

/ノ∴//



哀ヱ 定時南姐らり･月間痢水与り
孝薇例%ぷ

定 時 功 ′K ち り 疹】ク≠.ち

クク/

クタグ
クノぎ

クタグ
ク/ク

ク～グ

ク毎

♂.毎

ク.ク占

クグ〃

クブ甘

/､ZJ

ク

ク
♂

ク

ク､ク/

ク

クノク

ク､/ク

ク上/

♂/g

クノダ

クノ7

ク.クグ

♂//

♂ユク

ク.ク′
ククダ

ク九Z

ク.J♂

ク､ブJ

クアブ

ク.ダ√

ク./ク

チノ7

ク.〃/

クタJ
クノ〃

ク7√

/､タグ

ク､〃7

クタブ

/tブ､ダ

～ブ､ダ

ブノ･♂

/ダ∂

クノ

ク､√

/占､ク

〆､夢

ユぐ.ク

/ヂ､/

∠､ヱ

√､g

J

乎 レク碩 /､j√ /ナ､ク

泉j 上水.卑水.諺ゑ土⊥壕速水泉硝食草乳殊
取 舵

上_ ノk
(】)

ウフk)(ヱノ
孝 和亨

∫∫フ､∠･jf

子フ./ふ/∫

∠ク∠

′ゴ/

浄 ノK

脇Å 二L
阿矩後町

≠フ グ.ヱ♂

オフ､ダ､ノ∂

戊ク∫
ノダ､∫占

土 夕象(れ∫

′/(iゼク
薮 季

よ7､∂･ノ

√フ.牙.ゴ

∠～.ま5

∫グ. メ./7 ノ､よ～

lヨ 溺 食り′
(Zノ
んv 季

∫フ､∠･ユ∫
甜 j･/∂

ク汐β

キ 乳(ノノ
(ヱノ みt7 季 :芸ミニプ /､jグ/､/ダ

入 鹿

オ､一レン/

√フ､/j.タ

∠ゲ.J.ユブ

∫ず.｣.ユj



けめ塵媛県に針ナる嫉射拍司査

愛媛県公磐城術でンクー

画展博明 蠍浦楽英

姿ヰ五色 金手鮫明

れ口定正 二宮 人

/ 賭名

前年度lくひきつづき､陀知∫?年度に褒媛県が高専細部々左
び必中市掌中･じに狩った放射線飼養のメ耽尊名観督する.

Z
■綱盈節腐の腰骨
(り 剰え対象
き闇線量､降下物(雨水･ちの､大丸落迩じん､降水(南,k､汚

隆エ､藩ノK､海底エ､農作物､彪物､海産生物

`之)虫蔓草蔓琴た概霊細岬軋も(L岬導
斜組厭諸食べ一夕柵鮭利息農芸′芝警警妄介新風机
､畝∵哀射爬ストロンケウム分析乳(ダ暗夜臥｢トリチウム⑨

(3)胆嘉)是蒜妄ルトニラム紺私細こ基づ､､､て行った｡ア 空間線登

毛ニタリ ンデスデー ショ ンにあける連続剰ぇで＼は､/
平均値ヱ､0～㍍′町h､年間平均値ヱ･《ルR/h(卑官線威介ぼほ乙

含まず)で降雨時にあ‥傾が見られる.
また､モニタ■)ンアポイ

ント0ノ把幻にみける年間庵餐
は4/～ア占凧R(J8､月庵蘇線皐ごは′∂～j∫仇尺)で､前年度
レ ベ､ルである｡

イ 大丸落温じん
モニタl)ンブス デー ショ ンにみける鼻紙利息では､合
｢ア甑船艇の月間平均値が餌～ふjpC〆J､食べ一夕敗紆絶

間平均偵が′阜～ダ､JFC湖ぞ､ある.

ま た､ハイ ポリュー ム･エアサンアラーに:よ る各月の

ぅご遠海怠蒜;去禁竺竿芸㌫忘7､′pC-ん巨ぐある･跨下物(南瓜･ち-))は左lに､その他の玖升)ま友Zlく禾す



｡ 眈ⅡⅦシンケ･レーショ ンJ検出簸を席､1た徹暴食承

｡禿菰
乙あ→)で､丹′工は前年度と伺じであろ｡

の淑射化営倉材:友∫に荒すとカリで､前年度と
しべlレである.

｡JHの承知化学各村:表占に気すこありぐ､葡年度

｡し菟ニレ菟謁●の氷射叱密か兼:友7に示しすとこあ㌧,で､度とl司じレへtレであゐ.

j 蕗っ経

本年度ば､輯年度鯛査鉱泉こ比較して､フォ ーールアウト

1ま減少して､､る｡
なぉ､今後もひきつづき鯛産室施･17るこ乙■こして･､1る･

友l 降下物(雨水･ちl))の食べ- 能 単姐 ≠C†

表2 環境省一

駄科鬼
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友5

二結 果
南力く:ぢり ND

′--ク､ク07`
陰 火 詞)tl刃く ND 一一-ク.ク○ヱ之

東新土 ∂′-/∫¢れ J〟 ′～･〃/∂

藩_ ;K 表面7K ∂､∂タ/～ 久/∫

作 物 ム､∂′-/J

魚 類
落定温物

ND ′､･アイ

友♭ 放射化ぎ倉兼(JH)
領.二粁 兄 光点教

隆.+.水
南

フK
ND ′～■/ヰ7

ND ′}/∫ダ

落 水､ 泉.面:水

泉7 紋

葡卜剰･鬼 鹿 類

降 水 汚いI水

隆 ユ_ ∂′-/∫叫. 紳～心

泉南水､ Ao陶酔､玖00OJ!

底･づL ND～/.2 //～ヱ9

患 愚
落度｣L吻

注)上反3～泉7では､未知嵐粁の放射鮭N工か=こま=-て
Nく3ムNのときは｢ND｣もしくせし-1で友恭した.



(79)高知県における放射能調査

高知県衛生研究所 上田雅彦 福井節

1 緒言

前年度に引き続いて,昭和5ワ年度に実施した放射能調査の概要弓

する｡

2 調査研究の概要

(1) 調査対象:雨水,陸水,土壌,農畜産物,日常食,海水魚など

件の全β放射能潤定およびモニタリ ングポスト,サーベイメータ

る空間線量の測定を行った｡

(2) 謝定方法‥試料の調製および測定は科学技術庁編｢放射能測定

(19ワ6)｣によった｡

(3) 調査結果‥雨水の全β放射能月別推移を表1,陸水各種食品等

射能測定値を表2,モニタリ ングポストによる空間線量月間推移

3,またサーベイメータによる空間線量測定値を表4に示した〇

5 結語

それぞれの測定結果よりみて,昨年と同様特に異常は認められな

た｡

なお,昭和58年1月23 日から10 日間および2月 ワ 日から10 日

2回ソ連原子炉衛星落下にともなう緊急放射能調査態勢に入ったが

ニタリ ングポストによる空間線量の測定値に異常はみられなかった

表1 雨水の全β放射能
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表2 陸水および各種食品等の全β放射能

試 科 名 採取場所 測定数 測定値

上 水(蛇 口 水)

牛 乳(原 乳)
〝 (市 乳)

米 (精 米)
野 菜(ほうれん草)
〝 (大 根)

日常食(都市成人)

海水魚(か つ お)

土 壌(0～ 5cれ)
〝 (5～20c珊)

高知市丸ノ内
〝 円行寺
〝 桜井町
〝 新屋敷

高岡都窪川町
〝 〝

高知市

土佐市宇佐沖

高知市丸ノ内
〝 〝

q O

l.2

L4

⊥0

已2

a O

⊥ 0

3.ワ

43q O

749.ワ

表3 モニタリ ングポストによる空間線量

.上値(cps)
下値 bps) 平均値

5ワ. 4

5
6
ワ
8
9
1
0
1
1
ュ
2
1
2

a5

14.3

13.5

14.5

15.0

13.5

13.8

14.3

12.3

12.ワ

12.0

13.9

16｡4

6.8

ワ.1

■ワ.2

ワ.0

6.2

7.3

ワ｡3

ワ.5

ワ.2

ワ.2

ワ.4

･7.2

8.8

8.9

9.1

9.4

8.9

9.1

9.2

9.3

9.2

9｡1

9.3

9.3

表4 サーベイメータによる空間線量 空間線量率〃R
l

年 月 測定回数 最高値 最低値
46.1′､′ 46.3

46.4 ～ 47.3

4ワ.4 ～ 48.3

48.4
～

49.3

49.4 ′-′ 50.3

50.4 ～ 51.3

51.4 ～ 52.3

52.4
～ 53.3

53.4 ′･･ノ 54.3

54.4 ～ 55.3

55.4 ′､′ 56.3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

⊥

⊥

⊥

⊥

⊥

⊥

⊥

⊥

⊥

⊥

5.2

3

9

4

⊥
.
4

2

2

2

4

6

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

5

4

4

5

5

5

5

5

5

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

5



佃α相席操lてお､丁る解射歌詞奮

頑莞賃数諸芸蒜呈:森稗

組詣

/.緒言

頑迷署等㌘2.

"遽‡軍賢
卜作よ

/

耽J-

残
後
免
ワ
(

イ
J
牙
の
琵
ヨ
｣

取

逸
農
平

け計
′

l
ァ勃二

㊥

逮箪

十月～8紳行年ヲ司)に衆確し㌣

温度窟霜孝警甥宗妄
､lて′/7んでるった

葡典攫旦び1郵定仔.′科孝親衛有線｢食べ

妄よ麗妄袈:て′髭て7トレりtてさる｢｢紋射′僅∵ストロン
/チ布)務ひ′｢敢射愕セシウム命軒先｣(/チ解)考

(3一 刻定番
GM引数象雀
シソテレ

← ン

そエア ′一句
)l▼丁

/
■
､兢

賂Jヾツ7

J､朝食密凍

ヨ
ポ
で
ヤ

7
､
ノ
′
ワ

ン
甘
プ

り
豪
丹

7
′

メ
/J
ぺ

′

蚤
高G

製
勢
毅
乳
教

む

▲仇

▲
以
仁
｢
m

故
l
｡
k
届
出
l
O
k

A
A
A
N
A

●
一

●
一

●

●

■

●

●

●

′α

/
+

いぶDCTT

MAR-

L曾C一〃

女鹿孝

lてモ了
､1す小

々講そ蔓三靂‡書夢謬揚猪野で医帝億払下であっ吾｡
4･二転尊

壕虜
南本

和
一哉の債及耳

′

リ
ム
才
i
V

ち
と
て

窓｢い雨
昨
お

′
,
ヱ

l

讃誉馨冨君:長子等㌍書芸l三
け

Ⅵ食べ一ア承射髄量的て,

認めう小甘〃､-た｡



泉1.勝率幻年度審射髄j婦杏項白瓜び､内容

朝食頬白 泰衡刻定方像 拗属び周1是漸 う

軍雫基ヶtフト

上 7ト

野 菜

牛 乳
曾ベーア

享牢撃i

(軒輸 入部抒聯仰
吹砂樺払)

i

匝
l
大
西
性
顔
性
ほ

啄木
硬七本

し寺価峰

根
絶
叱
畑
地

＼
綿
摘
綾
ほ
㈲

‡言霊

壬二利巧､■仰叶だきろ
サーベイメーア托Ⅰろ

′一缶′≠巨援護

毒要撃
稗厚奔馬え町

霊芝謁鮮魚

靂坤
櫓同車あ区御

霊盟解語

窟第霊雷箭好射
粕彪幹事質町

穆岡帝諺重大事劇魂

蔓蒜鬱㌘場

*‥

毛フ7′Jγ7t′ホ｡スト代ょろ雪呵韓尊卑も幹く｡



泉Z･両軸定時稲取尽び雨水ろ仰盈耀.｡め今村ア承新帝碑套錐黎

席

_.字._._止ん

一 撃__《_J
∠_

▲_
■_′

_▲▲■
一t_

耶晒確

仇趣
～./

屈担無感

円筒帝

肌G′

冒胃壬ソ◆そキ司 是遥

佃
一
霊
郁
御
霊
招
莞
沼
忍

醍醐卑明

朗
占月

了月
開

門
/明
/J月

掛坪瑠2月

篇婁賂
′
7
7
け
〃
㌻
`
¢
ア
`
〃
け

/

/

ユ
リ
､
d
7
よ
ん
∂
乙
ケ
〝
乙
▲
∂
Z
⊥
レ
g

〃
招
錘
新
帝
吋
け
誼
〆
〆
㍑
け

/

/

′

泉∂.雪間碑牒孝一鋼夜襲泉

聖
霊
こ
〓
云
古
け
彪
り
竺
卯

胡品

折
扇
射
郎
〟
灯
ル
バ
げ
抑
招

㍊卵

"
バ
鋸
邦
ル
抑
ル
け
印
粥
〃
卸

御調

Lニモ=ノブリ ン7や･卜____

一___琶館l捧呈廣一御し【
年 目

~■~ ■■
砕抑司

∫司
∠司

7月
ア月
9月

/0丹

//月

ノZ河
酔よ埠I巧

言弓

剋
爾
誓
融
卵
が
御
調
瑠
寂
直
射

粛
刷
新
粛
加
新
郎
扇
伽
㈲
射
粛

章埼僅

〃せ

作7

〝J

〟昔

′〆き

一客才

′£0

新
郎
励
爾
明

∴∵ウ■一ヘーイ十
電咽韓号孝ノ戊/レ

押
卵
解
禁
揮
蹄
即
妙
舘
ね



泉午.恩確薮j件の食べ一子｢萩射承句食感凍

領御免 発布常務度伶K)碗孝庚申終 尊催 1

～./ ノ･ア
∫.午 β.『

萄羊1
年乳l

フ晩
餐
頚触
囁青砥

硝触
皆産地

(合和

晋靂_≡ミ
為忽エ

エ衆
0-g肌

ヱ
∠
さ
甘
`
J

4
∵
ハ
フ
小

Ar

a

/

hrα､∠′い

′
さ
〔
イ
え

丸
〟
∵
〃
沖
好

之1

之

J一党OGれ スゲ

くよ7)

/_/

/′
Z

′

/
壬
り
′
さ
7
7

′
′
よ
α
ワ
が
弟
冴

′丘鹿骨

象∫.上*,キ礼ヰよdh,恕彪希介町怒孝

_㌧ 7玖･射
′タ7cざ わふ埠永年月日

野面打卑lえ即日

遥謡幻阜lヱ司印

脾弁幻キ明朗
肢奉拝キス司え日

鰐和錘キス司叶8

豪い粁尾

α(汀享

aoJ率

′/

/･き

/イ

N
P
N
P
幽
妨
0
･
7

●

_

上水

才乳

頚木
蛇資
す胱

埋彦地
雅祀



毎1)鹿須鼠【二おけ香紋射絶名嘲庭

綻項脛公摩必ンダー
膏瑠靡也､ず風軒ヂ､

宙す£和､ヤ風車乗

車重暫牛皮1乙れ頑固
絶食叉木が線連邦 声レ

イ 頗あ

融定条章泉及′五

う雪雲蒜綜
京象承今村怒夜折の象軟祈痘

机ぞれ細検杏芸嘗警鐘警
j考ノせ官老で､

/′/､ろ｡

21料をみ隊怒

ケリー∴五泉

恕去姦

ゑ毅者
その畝

窟学務姉斤を払l亡よろ一ケガ終象灯珂逆ノ地域

慕お言行わ㌔して)､ば､､
と暮､/孝頒がf7年/ク#ノンlヨガ､
′可分占ゼ､ク∴′年す点ノブi才孝
衡ニレ子ガ､L多{ナ､Jそ彩乳酪

(り逓窯紆謁窟指繹惣晋輝彦凰一㌔い.
-′-･1J

∵
序
､
僚
帝
軋

ヱ＼ヨ､牽

才艶々
才力範

鈴鹿■ヒ
(Z)旅
粥僚昭藤一淳虜卑寛㌢
ト)7/地鳶

承蓼

3施風

如風砕

プ也孝､年/Z嘩ぞ

蔓至言

線風刺灸(十､｣
毛チタリ ン 7〟

笠
廃そ､
卿､ 盈

瑠
促雪空竺

ヲ1竺l′空去象蒜l鎚
亮駁し･仁ク又

錦瑠ど汐グ
及■ふ､薇碓介抑ぇ紹り声.薇

(

グ
ヽ

･妄墓一三ニ~

サ
リ
ク

/

ヽ/

ヾ＼

7
ーY

イ
巨
小

′.ドパ)
季長よの刺

吾蔓≠一箪真
､_窃ネ､

立像後i館フ啄薇椎レレくオ材を名子ワ乍㌦､他の√

て色≠タ

澄私‡
レb レ､

ろ｡■久､
■ ▼ ■

讐筆蛋宴享ヽ
､

一

貞r

.

J｣
.

塵芥､ワし

い
の
紹
ゼ
､
-

クべ

い年

各
/
そ
好

=
ソ
そ

､稼エ､て
レ′く､必
/jケ､′払
線甑

乳絶レた｡†亨お､

す
･
レ

(βふ刊･､.ワ

■l

鳳
凰
ゼ

ル
ろ
毘

の
朱
の

〃了クて､､ろ

'鱒詔泉率頑
触
終了
レて`

チトヲ
椎二承朝

ルなユ大の剰ぇ酪ム):
;雄
軒ぁげ夕子帝堵のヲ



何の承体シンケレノわン裸未熟乞笹崎レ乍¢り､留年度
々椚乞牽施寄る｡

# 潮有形釆
(l)乞チタリ

乙tて市
ゲポネ
リ

lくニま

原子
ヤ･･′:

/′､才∴ノ≠､

沌諸靂炭

価
1
-
ト
ド
イ
ノ
タ
メ
.
ヱ

､描線繍指

､

ポ

β転入倉庫
動
学
の
招
の

凰､卜

卑度

乍
ラ
れ
l
T
出
府

レ
材
ら
ガ
で
レ

㌦
レ
の
耳

何棟ね
は
_
い

サー..パパメーデl<よる魂促き

払

■た

Lニ〃､

霜舶
パ･か■ゑ■考

両
帝

腔譜

べ
れ
て

レ
寸
け
g詔旗芝主管幣宗グ
l可経げレべJレそ考ク匡ク

■■■

刺繍妥結警豊/(Iレーぐ

∫｣綺猪

■

ヽ

たゾウお勿て

∫7年夜¢蘭杏鮨ネ
これ名

品是○ラ

ガ
圃
抑

中靂

の頑徳武掛クワいて

Tiかっ仁¢



薮/

確箪線孝
毛ラヴリ}

ちゼ司頗速射り度_ 熱咳あ鱒号針(丁しp)
丁う9r｣レミUロー∫ウ▲8(

名声クリ

リ>グ､ボナト′
ノ

仰ポイゝ卜
iを′J仏工 ジャー考ゝ

鹿町改新華. 柚払ミ ∴BC一ヰ∫lガわび一か

久:!_8こ一
P&今∵ くね(⊥り.灸(〝口車

9ちr崩､才
よみフレーカサ)

P多年ござ抄り㌧ぬヱのり稼ボ呉のけヒカ打

′j､ク:ノラ

′貧ナ…ノダ､ゲレれノ

J､ヲi占､5

を身町子ゑ

誓禦塩路霊獣､望
｢農李下▲_.叫｣象地金喚
ー

▼

1
｣
r
-
!
-
⊥
T
l
!
l
J
｢
,
;

象__､_亀__.

善一雪子‥---ぎ?--一二{-
-

dこ _H J虐 ;
t

軋◆鮎_空ヱ｣星空

｣卑1_｣農
了

トニー⊥塾葦

釘最雷､風酎鼻で斉緻密確

垂生垂q･き塾ざ,-轟きi準ケ,/〟､j

空軍叩ノ乞阜?十年､qtム｢卑.､?ヰ十_群
笈た∠をL旦ま｣揖こきjと

坐麗 /7!′/え

_i埋餌盛雌牛⊥

.泉__軟∴吋_し/久_し壬_⊥ユ

鮎主:キ史こ由
j_｣LしJ___｣.-_£_i 三笠二

女計算ゝ項の隠ヒ稽古加時``∂′′ヒレて額管レ小猫この沖旋風｡ク｡
一丁

.ノ′月 .d
山 一 ′ノ

′一r
′し



△AZ♂′一久♂∠

ヱ､f 一～訂/ a/㌍～∂､ユjワ

ル¢
～

/､え

農
畜
L
庫
昭

j､∂ ノ )､/ ■■戊乙ノ久叫タ

ク､♂ メ 久ア

A"≠′A呼

/､グ ーー J､∂ 玖朋子～久∂/∂

/､/
ノー

/､J ム叫γ久財J

Aノ′､ノ(入ヱ

､j
′) ′

ノー′¢一-■､ク止

～ j､/ ムα蝉～玖卯`

J㌧ユ ーー′〆.ヱ ルD一一久dクj

l~試料'免
■

ヽ
●

弟柾谷β放射終
嘘 ¢ 水 ス. F勿 aァ′ Aチ__
メー

壌
♂′し∫G仇 /

/魂 スタブ

∫一､■ヱ♂c■M. /
一′

ユス∫
抒

泉
膳りれん孝 / ′劣と ょP

人 後 / "

/､∠
鰯 氷 / ′′

′占
坤 そ払 え 〟

/､ヱ,/.j

息複(ポ､ラ) / ′′ う､∂

召 辟 愈 え ′′ 人/ ,ノ､ヱ

廟= ↑ル接 ′え ‰ユ玖ガ～よ記さ誓
ル¢…御節キメ
ー､‥ 剰ぇ寅格外



(82)長崎県における放射能調査

長崎県衛生公害研究所

馬場 頁 近藤寺請

野口そ代

1 緒言

前回にひきつづき､昭和57年度に実施した放射能調査につい

報告する｡

2 調査研究の概要

(1)調査対象

雨水･浮遊塵･陸水･土壌･食品･空間熱量等169件

(2)測定方法及び測定器

試料の前処理ならびに測定方法は科学技術庁編｢放射能測定

(1976 改訂)｣にしたがった｡全β測定にはアロカ製低バッ

グラウンド自動測定装置 L8C-452u､l引Ⅰ測定にはN AIG祖

汝高分析装置､また空間線量にはアロカ製 TSC-121C 型シシ

レーションサーベイメータをそれぞれ使用した｡

(3)測定結果

イ∧ 雨水の月別放射能強度は表1､図1に示すとおりである

全β放射能の年間平均値は､24.15 pCi/lであり1月から

月にかけて高い値を示している｡

大型水盤における測定結果を図2に示した

崎大水害の時の大雨によるものであ

口.浮遊塵の月別放射能強度を表2に

○ 7月の高値

全○た
○し

る
示

間平均値は 2.24pCi/戒 で例年並の値であっ

β
た

能射放

○

ハ.陸水･食品･土壌などの全β放射能測定値を表3に示

ニ.空間軽量率の測定結果を表4に示した｡年間平均値は

6.92〃R/hであり､異常は認められなかった｡

ホ.牛乳申の t引Ⅰは､いすれも検出限界以下であった｡

3 結語

以上のとおり本調査申全β放射能強度は例年と大差なく､

むね平常時の環境放射能で推移した｡



表1 雨水の全β放射能(6時間更正値)

年 月 測定数 降水量

(■■)

放射能濃度(PCi/l)

降下量

(nCi/k■え)平均値 最低値 最高値

昭57 4 皿 122.0 65.2 3.2 324.3 3.TO

5 8 135.5 13.3 3.8 35.3 1.30

6 5 66.0 19.9 2.7 78.8 1.10

7 16 1178.5 9.3 1.1 33.8 3.70

8. 6 169.0 9.4 2.5 23.0 0.50

9 7 94.0 10.8 3.1 21.2 0.90

10 3 20.0 9.6 6.1 16.5 0.20

皿 10 181.5 9.2 4.5 14.8 1.20

12 7 51.5 17.4 7.8 29.7 0.60

昭58 1 7 29.0 31.9 17.4 49.6 1.30

2 10 81.5 47.0 9.8 114.9 2.70

3 13 172.5 26.7 6.7 140.8 3.10

▲



表2 浮遊塵の全β放射能(6時間更正怯)

年 月 測定数

放射能強度(PCi/f)

平均怯 最低値 最高値

昭57 4 口 2.83●

5 2 2.91 0.83 4.98

6 口 1.58

7 2 1.15

8

9

10 口 8.50

皿
12 2 3.78 3.丁3 3.丁8

呵58 1 8 2.22 0.52 3.18

2 2 1.24 0.61 1.8丁

3 5 1.37 0.由 3.55

年間平均鏡 2.24

表3 陸水･食品･土壌等の全β放射能

表4 空間線量串

放射能濃度(含 K)

試 料 名 採取地

土壌(○～5ct)

〝 (5～20c■)

日常食(5人分)

上 水(蛇口水)

牛 乳(清賛地)

米 ( 〝 )

ホウレン草(〝)

大 根( 〝 )

アサリ(生産地)

〃

∬

江湯郡

〝

〃

兼高
卜し]

1

1

2

2

2

1

1

1

1

一
一
.
8

｣

.8
t

∧V

2

∧V

0.91

7.8

1.42

■Ci/k■え

PCi旬(生)

PCi/l

PCi/g(生)

〝

〝

〝

〝
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環境放射能調査研究成果発表会

特別講演

｢国民線量推定のための基礎調査｣

一自然及び人工放射線線量評価に関するデータ

講師 山 県 登

(国立公衆衛生院放射線衛生学部長)



国民線圭推定のための基礎鋼査

一自然及び人工放射線線量評価に関するデータ収集一

国民線量推定のための基礎調査委員全
委員長 山 県 登

1.まえがき

我々人類は,他の生物と同様に各人の好むと好まざるとにかかわらず放射線壕矧

まざるを得ず,多かれ少なかれ放射線被曝を避けることはできない｡

自然瀕および人工瀕からの放射線による被囁を全国的規模で求め,いわゆる国風

としての把握することは,原子力の利用,ラジオアイソトーブの利用等に関し公許

びに職業人の被曝を知り,またその利益とのバランスを考え将来の方向を見て行く一

重要な1つのファクターとなる｡利用ということを考えない場合でも･日本人の置

いる環境を見て行くという点で欠かせないものである｡

国民線圭を推定して行くには,人体も含めた環境での放射性核種レベル,放射線

ル,またそれらの分布,時間的推移も含めた挙動について測定したり解析したり等

為が第一に重要であることは言うまでもない｡しかし珊定等のみで国民線圭が合理

推定できるわけではない｡国民線宝と言うことになれば,得られた数値が日本国民

表するものであるかどうかが問題にされる｡そのようなことから,国民線宝を推定

には,合理的な計画に基づいた測定,解析と,それらの植を線量に結びつける有劾

料が並存しないといけない｡例えば,屋内,外空間放射線が全国的に珊定されたと

も,その健から直ちに国民線量への寄与が求められるわけではなく,人口分布,人

成,各種環境における生活時間配分,家屋の構造等結果に大きく響くファクタがあ

の資料が必要である｡

一方,全国的な測定を行う際にも有効な補助柴料があれば珊定そのものの経済性

理性が高められ最適な計画が作り得ることになる｡屋内のラドン等短寿命核種を測

それによる被曝線圭を求める場合が例としてあげられよう｡個人の蒙の長期間珊定

人に対し多大の迷惑をかけることになり,また機器類の台数の制約もありランダム

プリングによる有劾な軌 つまり多数の家での測定は不可能に近い｡このようなと

換気,家屋構成,生活習慣,風向,風速等の資料をもとに影響する因子のわかった



行っておかなければならない｡しかし,一般に国民線士推定に有効な資料はあま

なく,他の目的で集められたもの,一般的な統計資料などを基に.目的とする鰍

推定して行かねばならないのが現状である｡

そこで,国民線量推定上重要な因子となる有効な資料を収集し,それを使いや

に加工することが第一に必要になる｡

有用な資料を集めて使いやすいように加工したとしても,線圭推定に直接使用

度解析等を行ってみなければその有効性はわかりにくい｡そのために,資料の収

ないながら種々の原因ごとに国民線豊への寄与を簡単にでも求めて行くことが必

れる｡

すなわち集めた資料を使用して線畳評価を行ってみてその有功性を確かめると

現存ある資料でどのていど線室が推定できるか瞼謝することが第二に必要になる

国民線登推定のための資料収集は国民線婁という重要な健を戎める上に不可欠

でありこれを無視して得た線量偲は時には健そのものの正当性に疑問を投げかけ

ことさえあり得る｡国民線量が種々の線豊のペースとして,また極低レベルの放

穣の無学的研究に役立つものとして重要であることを考えれば,このような調査

表要さが明暗になるであろう｡そればかりでなく,現在碍らわるデータから求め

推定倦も最新の基礎データとして広く用いられ碍るものであるしァ ー面ではラド

ような全国網査研究綱を張って研究せねばならない時など,どのように進めれば

を定める重要な基礎データとなる｡

以上のような必要性,利用価値を覿織した上で調査研究を実施に移すよう努力

たが,放医研の日本全国にわたる空間放射線の調査研究が完成に近づきつつあっ

も考慮し昭和52年度から実施し,現在に及んでいる｡

珊定だけで本欄査のようなものがなければ片手落ちになるという意味もあり科

庁の放射能測定調査千により,また資料等の収集に便利であるということから放

放射線影響協会へ委託するという形で今日に至っている｡組織としては国民線量

ための基礎調査委鼻会その下部機関である暫定的な作業部金によって行っている



国民線壬推定のための基礎網査委員会

委員長 山県 登

委 員 吉沢 背

振島 牧哲

浜田 達二

村山 義彦

市川 龍賀

阿部 史朗

綱査貞 義村 利秋

竹下 寿美

作業部会

国立公衆衛生院放射線衛生学部長

国立公衆衛生院建築衛生学部長

日本原子力研究所東海研究所安全解析部環境調査解析室

日本アイソトープ協会理事

根本特殊科学株式会社副社長

放射線医学捻合研究所環境腐生研究部長

政射線医学捻合研究所環境衛生研究部第一研究室長

財団法人政策科学研究所主任研究員

財団法人政策科学研究所主任研究員

阿部 史朗 前 掲

飯島 敏哲 前 掲

田中義一郎 放射線医学塵合研究所環境放射生態学研究部長

河村日佐男 放射線医学総合研究所環境放射生態学研究部第三研究室

稲葉 次郎 放射線医学捻合研究所環境衛生研究部第二研究室長

内山 正史 放射線医学捻合研究所環境衛生研究部主任研究官

池田 耕一 国立公衆衛生院建築衛生学部建築衛生計両室

小峰 裕己 国立公衆衛生院建築衛生学部建築衛生射画室

伊藤 和男 建築研究所第二研究部アイソトープ研究室主任研究員

中村 尚司 東京大学原子核研究所助教授

本鞘査研究の目的は,

第1に,国民線宝推定上有勒な資料を収集し,それを使いやすい形に加工することら

り.第2に,現在ある湘定,補助資料で線量を推定してみることにある｡

2.綱査研究の成果

太鋼杏研儀は.以上の方針のもとに昭和52年虔より開始され,58年度で7年度目6



着実に進行させるには長期間を要するとみている｡また社会的なデータは周期的

すことが必要である｡

2-1.調査研究の流れ

表1に52年より57年までの輔査研究項目をあげた｡年度内に完成できる項目

いので,数年にわたるものもある｡大別して体外被曝線量関係のものと体内被

推定関係のものに分けられるが,このような分け方は便宜的なものである｡

放医研における日本全国にわたる屋外の空間線量の珊査研究の成果を生かす

はじめから体外被曝それも屋内の間掛こ関連するものに重点が置かれた｡建染

建築材料の資料収集,遮蔽効果の計算,生活時間の資料,積雪の影響等を調べ

もに宇宙線による寄与の推定,核実験による寄与の推定と進行している｡

特定環境例えば航空織,船舶,地下壕填での従業員,公衆の被曝線量も考察

また,夜光時計による被曝もアンケート網査等を通じ調べた｡

昭和52年度より体内被曝関係の項目をとりあげた｡自然放射性核種,人工放

種のうち線量推定が可能なものを選び統計的データと組み合わせて線量推定を

った｡人間の活動による放射線影響の例として石炭火力発電軌トリチウム時

いて別途網査を行った｡また近来話題に上がることが多いラドン等短寿命核種

放射線による線宝推定に備え,建物の換気率,住宅モデルについて検討した｡

以上とは様子を異にするがSurvey DatainJapanの整理を行い,将来の使用

た｡

2-2.主な項目ごとの成果概要

以下主な項目ごとに簡単に成果をあげる｡

(1)建築物及び建築材料に関する珊査

そのまま使える統計がないので,推定,補正を行いながら,各県別,構造

住延床面積を木造,非木造に区分して求めた｡また戦前,戦後～昭和28年,

～35年,昭和36年～40年の4耕について家屋の用途別,構造別にやはり延床

求めた｡後に｢昭和53年住宅統計珊査報｣に基づいて線量推定に必要な資料

別戸数など)を各種とりまとめた｡



(2)生活時間の算定

生活時間の呈内,屋外等の割合は体外被曝,体内被曝を問わず重要な圭である一

現有の統計は必ずしも国民線量推定に適してはいないので,適宜まとめ直して鼠

外の時間割合,移動の時間等また屋内に居るときの施設種類など十分とは言いが

いがNHKの昭和48年粥査報告に基づいて作った｡またアンケート粥査によって

網べているが同様な結果を得ている｡生活時間の問題は線宝推定値に大きく影響

るので今後の網査の充実が望まれる｡

(3)夜光時計に関する鋼査

夜光統計による被曝線量はそう大きくなるとは思われないがそのことを明確に

るため網査をおこなった｡先ず夜光時計の生産,輸也入豊から保有宝を推定した

アンケートによって夜光時計の所有率等の鋼査も行った｡夜光の腕時計の使用者

昭和53年2月の時点で,15才以上の者に対し約6%であった｡ただ夜光時計と言

ても放射性物葉を持つものだけとは限らないのでこの結果で単純には割り切れな

(4)自然放射線による体外被曝

居住高度,家屋の速級生活時間配分を考慮して一応の被曝線圭を地域別に求

てみた｡長野県,大阪吼 茨城県,東京都の間には最大40冤程度の善がみられる

その原因は大地からの放射線圭の善によるものである｡

航空機,船舶の乗客,乗務員の被曝線量も推定したが,集団線圭値は通常の生

をしているものにくらペ問題にならない軽少圭である｡

(5)地下鉄,地下街利用による集団線量

実朝植,統計値をもとに推定した集団線圭は4XlO3man-rem/yとなり,航空機

用によるものの約1/5,船舶利用による集団線宝の約1/2となり国民全体の集団線

に及ぼす寄与はかなり小さいといえる｡

(6)宇宙線による体外被曝線宝の県別推定

日本には高山地域に居住する集団の例はなく,県別と言っても最大20%ていど

善しかない｡一緒に各市,町,村別の結果も得ている｡

-ルアウトによるi37csからの
の



全身カウンタによる日本人の実測値,人口構成データ,体重データ等を毒

1963,1968,1973の各年について一○Ⅹの集団線圭,平均佃人線圭を推定しても

均価人線量の1973年健は17.6mrem/yともとめられている｡

(9)137csによる体内被曝線量推定

全身カウンタによる日本人の実珊健を参考とし,食品の1日摂取量のデー

いて2000年までの国民の集団線圭預託を求めている｡考えられる上限値とし

2Ⅹ10もman-remが求められ これは40Kによる体内被曝線量の1年分と同名

る｡

8ゆ 90srによる体内被曝線量推定

日本人についての90srならびに身体圭実珊健を基に,1979年,1980年の召

し成人男子の脊椎骨の骨表面近くの細胞で3.3mrad/yと求めている｡

(11)Puによる休内被曝線圭の推定

Puの実珊健,標準日本人データを基に,成人男子の脊椎骨の骨表面近くC

2.2mrem/yと求めている｡

(12)石炭火力発電所の国民線量への寄与

石炭需給の推移と見通し,世界とわが国の石炭事情,石炭火力発電所の唱

造,石炭火力発電所の石炭灰中,石炭中の放射性物質濃度データ,石炭火力

に関する放射性物資の存在特性に関するデータ,環境影響評価軌わが国に

石炭火力発電所の現状,などの基礎資料の収集,調査を行うとともに,放射

放出量の推定,被曝経魔の書的検討,線量推定法の検討を経て国民の集団繰

定した｡呼吸による被曝のみで103～10.man.rem/yと推定されている｡

(13)住宅における換気率推定

風のデータ等換気率に影響する気象データの収集,整理,窓,扉等の開口

係数,目に見えない隙間の有効隙間面積,流量係戯等に関して資料の収集を

住宅の平面型についても検討を行い,地域ごとに代表的な型が得られるよう

ている｡換気率推定の例として,集合住宅の平面型を設定して換気率を求め
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a4.1 生活時間の設定

a4.2 存在串

a4.3 年間の平日､土､日数の設定

4.推定の結果と考察

4.1 通常の生活による集団線量

4.1.1 集計線量の推定結果

4.1.2 考 察
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昭和53年度

まえがき

第1章 臣民謹呈の蔵念と本調査の位置付け

1-1 国民線量護定の必要性

1-2 国民謀量に寄与する放射諌の毒煩

1.放射誌の撞濡と外部鼓藩

2.放射緩の雀漂と内部鼓彊

1-3 国民譲量推定の方法

1.外部最曝国民法皇の箆定

2.内部鼓暮層民法量の箆定

1-4 国民簑量箆走の研究の現状

1-5 本調査の位置づけと範琵

第2葦 茎葉物及び違集材料に関する調査

2-1 蔓葉物の範置と廷宋面漬の算定

1.蔓葉物の穫菜と溝造

2.建築物の誌廷東面膏の算定

2-2 貫築材料の転置と使用量の算定

1.是築材料の塩漬と動向

2.差築材料の使用量の算定

2-3 蔓葉物の羞へい

1.幕這別･用途別有効羞へい性能の推計

乙 構造別･用途別の外壁エレメントの幕成

3.用途別･延床面講当りの開口率

及び壁面房事

第3草 生活時間に関する調査

3-1 生活時間調査と国民濃量

3-2 国民線量捨定のための生活時間の算定

1.有識者の生活時間の算定

2.婦人の生活時間の算定

3.生徒･学生の生活時間の算定

第4章 夜光時計に関する調査

5-2 詞童の設計

1.調査の実施状決

乙 回収標本の基本幕成

5-3 調査結果の分析

1.環境別生后時間

乙 建物のタイプ･様式･毒

3.各建物の中での生活時R

4.夜光時計の使用状況

5-4 残された問題と今後の宗男

1.国勢詞査データとの比妻

乞+二NIrK生活時間調査デ･

3.調査設計の問題

4.国民謹呈推定のための⊇

しての意義と限界

資料宗

Ⅰ 統計資料の解説

付表1.建築物

付表乙 建築材料

付表3.生活時間

Ⅱ 差薬溝造および材料の解説

Ⅲ 生活時間調査の解説

Ⅳ アンケート調査の単純集計浩三

調査票



昭和54年度

まえがき

序

1.自然放射凄に上る外部複曝線量推定モデル

1.1 外部凄環濠圭推定の方法

1.1.1 モデル設定の前謹条件と必要事項

1､1.2 モデルの構造

1.2 必要なノくラメータの検討

上.2.1 大地からの放射線

1.2.2 積雪忙上る遷棄効果

1.2.3 人口分布の諸データ

1.3 推定農具と考察

1.3.1 推定器具

1.3.2 考 案

1.3.3 今後の誌題

2.咄Ⅹと137c5忙上る内部読環譲量

2.1 内野被曝関連データの現状

2.1.1 データの現状分析

2.2 内部被曝線王の推定と技法

2.2.1 内部被葦巷歳暮の計算

2.2.2 国民線量の推定

2.2.3 残された扶題

3.家屋､建築材科の検討

3.1 家屋の遼蔽効果

3.1.1 遷葱効果護定の目的と方法

3.1.2 計算結果と考察

3.2 家屋の換気零

3.2.1 換気率と藩主

3.2.2 藩主の点からみた今後の問題

4･夜光時計忙上る生殖演線量の推定値

4･1 腕 時 計

5.石炭需給と石炭火力発電所

5.1 石炭需給の推移と見通し

5.1.1 石炭需給の推移

5.1.2 石炭需給の見通し

5.2 世界とわが国の石炭

5.2.1 世界の石炭

5.2.2 一般炭の渾外供給

5.2.3 石炭の成分

5.3 石炭火力発電所の等徴と帝造

5･3.1 石炭火力発電所の背徴

5･3･2 石炭火力発電所の構造競

5･4 石炭火力発電所の石炭灰

5.4.1 石炭灰圭と性状

5･4･2 石炭灰の放射能物質

資 料 講

1･秋田県の演雪分布

2.瑛雪日数

3.諌雪深

4.瑛雪密度



昭和55年度

空えがき

序

1.自然放射線による外部被曝線量の推定

1.1 外部鼓曝集団線量推定岩鼻と考案

1.1.1 建物の遠蔽効果の影響

1.1.2 生活時間の影響

1.1.3 電簑区分の影響

1.1.4 大地放射線轟量の地域差の影響

1.1.5 宇宙歳農量の高度変化の影響

1.1.6 積雪の遠蔽効果の影響

1.1.7 そ の 他

1.1.8 まとめと今後の課題

1.2 建物および嶺雪の遠薮効果の検討

1.2.1 積雪の遠蔽効果に関する計算値と

実測値との比敦

1.2.2 各毒建築材料の線減衰係数

2.特殊生活課境における集団線量の推定

2.1 特務生活漂棄における集団歳量推定

篇黒と考療

2.1.1 航空韻の利用におけ･る集団凍土

2.1.2 船舶利用による集団線量

2.1.3 地下素案における集団線量

2.1.4 皇 と め

2.2 地下譲葉における集計線量の推定

2.2.1 地下鉄利用による集団歳量

2.2.2 地下街利用による集団為量

2.2.3 地下環境における集団炭量

3･知srによる内部被曝等量の予備的検討

3･1 日本人のミネラル骨董圭

3･2 ストロンチウムの濃度の検討

3･2･1安定ストロンチウムの年鈴別濃度

3･2･2 骨毒間の相違

3･2･3 日常食中の濃度

4.1.l1ユーcsに上る全身内部被曝線丑荊

4.1.2 10Kに上る乳児の全身内部鼓曝彩

4.1.3 残された認周

4.2 摂取放からナる内部被曝凍土推定の

サーベイ･データの利用についで

4.2.1 内部妓境線量推定式

4.2.2 サーベイ･データの星空

4.2.3 サーベイ･データの内部被曝線

4.2.4 サーベイ･データを利用した内

に残された課題

5･トリチウム夜光時計に起因ナる国民線t

基碍データ

6.石炭火力発電所の漂突放射線影響に関ナ

6.1放射性物質放出主に関するデータ

6.1.1国連科学委員会の調査

6.1.2 アメリカ産石炭中のウラン､ト

6.1.3 アメリカ産石炭中の放射性物質

6.1.4 イギリス左石庚申の放射性物賃

6.1.5 日本壷石炭及びフライアッシュ

6.1.6 …poに閑ナる情籠

6.2 放射性物質の特性に関ナる惰認

6.乙1石炭中に含去れる天然放射性物

6.乙2 石炭灰の放射性物質濃縮

6.乙3 大気中に存在するヱlOpoの発生壱

6.3.石炭火力発電所の環境影響評価例

6.3.1 国連科学委員会の評価

6.3.2 イギリスの評価

6.3.3 アメリカの評価

7.換気率の検討

7.1 換気量の予測

7.2 変動ナる換気tと濃度

7.3 獲物の換気特性

lT ■ 迦■轟!Ll- ▲ヽl■.三 嶋塵 ｣L



昭和56年産

ま え が き

序

1.手首轟による体外被曝線量の撞定

1.1 字青線線量の高度別分布

1.2 市町村別高ま別人口分布

1.3 都道府県別事各線被曝諒t

2.ラドン,トロソおょびその娘核種に上る

複陽線t■の検計

2.1 呼吸tの検討

2.1.1 ほじめに

2.1.2 呼吸に関する用房の解説

2.1.3 Referenco
manの呼吸量

2.1.4 考 察

2.2 ラドン,トロソおょびそれらの娘壕穫虻関する

Doso factorの検討

2.2.1 ほじめに

2.2.2 Jacobi匪:よるDose factor

2.2.3 その他のDose factorとまとめ

2.3 指定建築物における年間居住日数,

居住人口の算出

2.3.1 はじめに

2.3.2 填差別.場所別生活時間

2.3.3 壌業別の人口

2.3.4 職業別･,構造別居住人口

2.3.5 計算方法

2.4 核種iの年間平均彊度(熟,j)

2.4.1 ラドン系列の濱度

2.4.2 トロソ系列の濃度

2.4.3 換気率と濱度との関係

2.5 建築物における換気率

2.5.1 換気に係應る諸要因とそれらの相互関係

2.5.2 換気の種類

_ _ _ 山L ■■■ 一 ▲■▲‥■▲■
一h｣L_ -｣L Jn-jl亡.ゝ -■-

3.2 本年度の報告内容

3.2.1 全身カリウム法度の

intercomp｡

3.2.2 国民体内夜曝線量

3.2.3 残さ九た課題

4.IQsrによる体内被曝緑tの拉5

4.1 はじめに

4.2 ベータ放射体による青線量

4.2.1 骨の平均線量

4.2.2 放射凄感受性組最の吸

4.3 ,Osr(およぴ!OY)によろj

感受性組最におけろ縁王当

4･4 骨中,Osr濱度からの骨の】

性急識常対する年間線量当:

5.13Tcs体内凄味藩主の検討

5.1 国民線量撞定のための基礎

報告内容の要約

5.2 本年度の報告内容

5.2.1 中学生尿中13Tc$濃度

5.2.2 中学生尻甲DTcs濃度

男子体内量推定モデル

5.3 結 論

5･4 残された扶題

6.石炭火力莞屯所の国民線tへの

6.1 わが国における石炭火力男

6.2 放射性物質放出量の推定

6.3:掛曝経題

6.4 国民線土推定の方法

6.5 各パラノークについて

実科 読

手富線托上る体外哉曝緩土の准



昭和57年度

序

1.核実験のフォールアウトによる体外被曝頴靂への

寄与の推定

2.1】TCsによる体内被曝績量の推定

2･1国民譲圭推定のための基礎詞査(Ⅱ)-(Ⅴ),

13TCs体内被曝法皇に関する報告の要約

2.2 本年度の内容

2.2.1 線量計算モデル

2.2.2 線量算出要因に関する条件

2.2.2.1 年令階層および牲

2.2.2.2.体重,所要熱量及び摂取量

2.2.2.3 equivalent biologlCalhalf-time

2.2.2.4 体内被曝謹皇計算式

2.2.2.5 年令階層別人口

2.2.3 ｢日常食｣13TCsデータの質的検討

2.2.413Tcs摂取量の代表値設定の為の地域の規模

2.2.5 年次別即Cs国民謀圭の算定

2.3 解折詰黒と考案

2.4 要論と結論

2.5 今後の課題と提言

3.掴P山こよる体内被曝綾皇の推定(Ⅰ)

は じめに

3.1組竃に沈着したPuからの線量推定の方法

3.2 骨線量算定モデル

3.3 法面器官および凄的器官の質量

3.4 比実効エネルギー(SEE)

3.5 骨中の2刃Puからのアルファ粒子による骨

表面近くの細胞および赤色骨缶の線量当量

3.6 結 語

4.石炭火力発電所の国民謀塁への寄与

は じめに

4.1 国民謡畳推定の方法

ほ)発電五について

(6)呼吸摂取による国民謹皇

4.3 考察と結論

(1)国連科学委員会の推定結果と

(2)原子力発電所の国民諌量への

ほ)自然放射線起因の国民線量と

4.4 今後の課題

(1)フライアッシュ中の放射性核

(2)フライアッシュの放出土

(3)放出放射性物質の環境中移行

ほ)食品摂取謹路の寄与

(5)廃棄石炭灰の寄与

5.住宅における換気率推定のため

の類型化

はじめに

5.1住宅平面型と換気王との関

5.2 住宅の分類

5.3 住宅平面型の類型化

5.3.1 独立住宅の平面型

5.3.2 集合住宅の平面型

5.4 今後の課題

資料 国民線量推計に必要な住宅読
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